
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
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ツ
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メ
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ヴ
ァ
ル
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運
動
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ボリシェヴィキとツィンメルヴァルト運動（山内）

〔
要
約
】
　
一
九
一
五
年
九
月
に
出
発
し
た
国
際
反
戦
社
会
主
義
運
動
で
あ
る
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
運
動
は
、
ロ
シ
ア
円
月
革
命
後
の
國
際
情
勢
の
急
変

に
伴
っ
て
薪
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
七
年
以
後
（
コ
、
・
・
ン
テ
ル
ン
創
設
ま
で
）
の
運
動
を
包
括
的
に
研
究
す
る
際
、
正
面
か
ら
取
り
組
ま
ざ
る
を
え

な
い
レ
ー
ニ
ン
の
ッ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
か
ら
の
即
特
離
脱
論
が
あ
る
。
彼
に
よ
る
と
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
は
破
産
し
た
し
、
第
三
イ
ン
タ
ー
は
理
念

的
に
は
国
際
主
義
管
に
よ
っ
て
既
に
創
立
さ
れ
て
い
た
。
が
、
当
晴
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
レ
ー
一
　
ソ
の
主
張
を
支
持
し
な
か
っ
た
。
そ
の
上
、
そ
の
国
際

主
義
老
と
の
接
触
を
一
手
に
担
っ
て
い
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
在
外
代
表
部
の
活
動
こ
そ
左
派
糾
合
の
、
ひ
い
て
は
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
の
鍵
を
握
っ
て

い
た
が
、
彼
ら
も
レ
…
ニ
ン
の
そ
の
論
に
与
さ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
当
晴
新
イ
ン
タ
ー
創
設
の
唯
一
の
可
能
性
を
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
に
み
て
い
た
。

そ
れ
は
そ
の
運
動
の
国
際
社
会
主
義
左
派
運
動
に
お
け
る
意
義
を
明
示
し
て
い
た
と
と
も
に
、
他
方
、
在
外
代
表
部
の
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
窓
口
と
し
た

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
左
派
陣
営
へ
の
影
響
力
の
弱
さ
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
九
巻
五
号
　
一
九
七
六
年
九
月

ま
　
え
　
が
　
き

大
戦
以
来
、
三
度
目
の
冬
を
迎
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
戦
争
に
よ
る
欝
欝
を
極
度
に
高
ま
ら
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
か
か
る
時
ロ
シ
ア
に
革
命
が
起

こ
っ
た
。
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
．
ソ
ヴ
ェ
ト
は
「
平
和
の
た
め
の
断
乎
た
る
共
同
行
動
」
を
「
全
世
界
の
諸
国
民
へ
」
訴
え
る
平
和
声
明
を
発
し

た
。
・
シ
ア
ニ
月
革
命
は
各
社
会
主
義
讐
の
平
和
運
動
推
進
の
導
火
線
と
な
・
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慨

　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
平
和
声
明
は
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
執
行
機
関
で
あ
る
B
S
工
（
H
W
口
目
Φ
ρ
藏
　
ω
O
O
一
露
一
一
〇
慶
げ
O
　
圃
一
同
け
O
噌
｝
回
9
け
一
〇
一
H
欝
一
）
へ
大
戦
中
再
三
国
際
会
　
7
9



議
召
集
を
要
求
し
、
そ
の
都
度
無
視
さ
れ
て
き
た
中
立
国
社
会
主
義
者
を
勇
気
づ
け
た
。
オ
ラ
ン
ダ
と
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
の
社
会
主
義

者
を
中
心
に
現
下
の
国
際
情
勢
と
平
和
問
題
を
討
議
す
る
た
め
国
際
社
会
主
義
会
議
、
い
わ
ゆ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
開
催
が
め
ざ
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
動
き
は
七
月
に
入
っ
て
ソ
ヴ
ェ
ト
代
表
と
の
共
同
下
に
新
た
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
他
方
、
一
九
一
五
年
九
月
に
一
一
ケ
国
か
ら
四
〇
名
近
い
社
会
主
議
者
が
ス
イ
ス
の
一
寒
村
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
に
集
ま
り
大
戦
勃
発
以

来
初
め
て
実
現
さ
れ
た
大
規
模
な
国
際
社
会
主
義
反
戦
会
議
に
端
を
発
す
る
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
運
動
に
も
、
二
月
革
命
は
新
し
い
地
平
を

切
り
開
い
た
。
ベ
ル
ン
に
あ
っ
た
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ
ル
ト
　
（
紙
幅
の
関
係
か
ら
以
下
Z
と
略
記
さ
せ
て
も
ら
う
）
　
の
執
行
機
関
工
S
K
（
H
簿
。
旨
㌘

菖
。
⇒
巴
①
ω
0
9
ρ
瀞
静
。
げ
①
囚
。
ヨ
巳
ω
繊
。
口
）
は
こ
の
歴
史
的
現
場
に
少
し
で
も
近
づ
く
た
め
I
S
K
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
移
し
、
そ
し
て
そ

の
地
で
自
ら
の
陣
営
の
国
際
会
議
、
第
三
回
Z
会
議
を
平
和
問
題
と
オ
ラ
ン
ダ
社
会
主
議
者
ら
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら
れ
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

会
議
へ
の
Z
の
態
度
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
開
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
く
。

　
一
七
年
半
ば
の
ヨ
！
揮
ッ
パ
社
会
主
義
運
動
は
か
か
る
二
つ
の
国
際
社
会
主
義
会
議
開
催
を
め
ぐ
る
動
き
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
Z
運
動
も
こ
の
国
際
情
勢
の
急
転
下
に
新
た
な
対
応
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
稿
は
こ
の
二
月
革
命
後
の
I
S
K
を
中
心
と
し
た
Z
運
動
の
包
括
的
評
価
を
下
す
た
め
の
予
備
研
究
で
あ
り
、
そ
の
評
価
を
下
す
際
ど
う

し
て
も
正
面
か
ら
取
り
組
ま
ざ
る
を
え
な
い
レ
ー
ニ
ン
の
Z
運
動
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
の
試
論
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
簡
単
に
史
料
等
に
触
れ
て
お
け
ば
、
Z
運
動
全
体
に
関
し
て
は
、
I
S
K
需
記
で
あ
っ
た
バ
ラ
バ
ノ
ブ
の
史
料
集
と
近
年
公
刊
さ
れ

た
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
を
含
む
ラ
ー
デ
マ
ハ
ー
編
集
の
も
の
、
そ
し
て
一
九
四
〇
年
の
も
の
な
が
ら
今
日
な
お
最
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
包
括
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

記
述
を
な
し
え
て
い
る
ガ
ン
キ
ン
と
フ
ィ
シ
ャ
ー
の
史
料
集
兼
研
究
書
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
。
が
、
以
下
検
討
す
る
一
七
年
段
階
の
Z
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
つ
い
て
は
、
I
S
K
機
関
紙
の
他
は
バ
ラ
バ
ノ
ブ
の
数
種
の
回
想
録
を
は
じ
め
当
事
者
の
回
想
等
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
史
料
に
欠
け

る
現
状
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
Z
運
動
」
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ス
ベ
ル
ク
や
、
モ
ス
ク
ワ
の
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
研
究
所
ア
ル
ヒ
ー
ブ
を
利
用
し
え
た
コ
ロ
レ
フ
、
サ
ム
イ
ロ
フ
、
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
、
チ
ョ
ム
キ
ン
、
カ
ル
リ
ネ
ル
ら
共
産
圏
史
家
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ボリシェヴィキとツィンメルヴァルト運動（山内）

　
　
　
　
　
④

の
研
究
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
チ
ョ
ム
キ
ソ
と
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
の
研
究
は
本
稿
が
大
い
に
負
っ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
面
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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．
切
a
昏
竃
。
や
、
．
巨
o
N
疹
ヨ
①
簑
p
乙
曾
ゆ
Φ
著
①
σ
設
6
お
お
二
占
り
δ
．
．
℃

　
〉
弓
O
ワ
陣
〈
酷
鐸
『
側
δ
O
⑳
り
り
O
げ
討
プ
峠
㊦
凸
O
ω
ω
O
試
騨
＝
伍
ヨ
＝
Q
脅
＝
嵩
鳥
見
O
『
〉
『
げ
①
剛
伸
O
門
げ
O
一

毛
。
σ
q
鐸
コ
α
q
層
×
目
（
6
卜
σ
①
）
噂
G
。
H
O
ム
お
…
×
囲
嵩
（
P
O
b
。
刈
）
噂
b
。
器
l
o
。
舟
猶
い
ρ
血
。
導
甲

9
震
（
国
屋
α
q
．
y
U
一
Φ
N
一
藁
葺
Φ
づ
く
巴
画
〇
二
W
O
≠
O
σ
q
β
詳
α
q
．
勺
δ
8
岸
O
｝
一
〇
β
コ
創
囚
0
7

冨
哲
露
二
言
’
野
H
囲
（
月
げ
①
譲
p
σ
q
器
＼
℃
舞
閂
ρ
お
雪
）
…
ρ
昌
O
翼
ζ
P
朔
該
。

　
霊
ω
剛
6
き
↓
げ
Φ
切
9
ω
ぎ
く
鷺
（
ω
9
嵩
岡
麓
。
≦
o
ユ
山
ノ
く
ρ
【
日
ぎ
○
ユ
σ
q
剛
冨
o
h
夢
。

目
凱
a
H
幕
。
ヨ
霞
目
8
巴
（
ω
言
艮
。
銭
▼
δ
き
〔
お
8
〕
Y

②
肖
暮
Φ
ヨ
p
註
g
巴
。
ω
0
9
㊤
房
募
9
。
囚
。
竹
中
隆
9
ド
客
餌
。
｝
三
⊆
μ
仲
臼
話
断
。
諺
け

．
（
望
。
。
げ
ぎ
ぎ
）
噂
2
ρ
回
ム
野
①
．
＜
．
露
華
占
」
×
レ
O
P
。
。
●

③
》
・
切
雪
＆
簑
8
p
幣
剛
ω
き
躍
＝
豊
頃
。
∩
＝
雲
霞
畠
主
語
唱
譲
竃
。
旨
雪
ぴ
登
帥
（
麺
－
三
．
’

　
H
り
b
。
窃
）
…
藁
葺
導
①
話
コ
σ
q
雪
目
昌
畠
国
二
〇
げ
三
。
。
ω
①
（
名
門
梓
Φ
ロ
げ
Φ
お
層
ち
ト
。
刈
）
鞠
ン
身
U
牒
①

詩
賦
幻
9
0
一
（
冥
Φ
旨
く
。
芽
＼
U
8
山
o
P
6
ω
Q
。
）
〔
堵
。
婆
く
9
ぎ
δ
⑦
。
。
〕
■

繭
　
レ
L
漏
ン
の
即
時
離
脱
論

対
縛

④
〉
．
蜀
鉱
ψ
σ
o
嶺
．
ピ
雪
ぎ
‘
づ
α
象
。
§
旨
旨
醇
糞
鉱
α
長
後
。
藝
。
α
q
¢
5
σ
q
（
ゆ
賃
二
P

　
這
①
①
）
旧
エ
．
P
｝
〈
o
唱
。
器
麟
、
．
¢
写
謡
。
＝
三
＝
［
ξ
冑
釜
瀕
①
冒
毯
琵
。
剛
8
0
0
3
0
誉
圃
【
肖
－

o
｝
≡
o
（
曾
じ
5
℃
営
7
9
〈
譲
9
ぴ
お
嵩
門
。
麩
）
、
－
鴇
切
ゴ
。
暑
。
∩
田
ぎ
↓
o
℃
｝
＝
二
（
口
O
ρ
お
①
ρ

　
累
ρ
卜
∂
”
ド
ω
O
I
α
㎝
…
零
O
孚
凶
｝
、
＝
出
O
切
噂
O
O
O
亀
霞
窃
用
美
口
↓
O
し
口
α
O
℃
9
器
羅
O
¢
5
＝
＝
↓
O
一

　
ヨ
貰
＝
9
剛
雪
’
コ
ぞ
ゴ
諮
｝
審
↓
①
∩
窪
田
謬
8
ξ
崔
旨
＝
臼
9
鵠
鴬
；
箋
①
℃
じ
び
鍵
〉
Ω
a
↓
O

　
a
⑦
崔
器
塁
O
（
O
O
曾
類
L
㊤
8
＝
ρ
マ
圃
』
ε
0
9
6
じ
・
ρ
．
、
ω
艶
§
＝
＝
‘
【
δ
O
ロ
需
学

　
o
露
こ
。
＝
↓
o
き
。
露
。
強
く
℃
O
洩
℃
瓢
（
Q
）
駆
δ
旨
p
．
、
層
じ
5
0
弓
o
o
窺
咽
【
臼
8
三
剛
肖
臼
O
ρ

　
δ
①
9
名
ρ
伊
ω
O
I
◎
◎
嚇
¢
コ
8
0
q
月
O
こ
。
ρ
員
①
ぬ
↓
o
き
M
さ
弱
目
》
類
や
。
員
n
↓
壽
咽
【
↓
2
ぴ
。
壽
論
ζ
［
（

　
℃
O
員
℃
篇
（
O
）
じ
ご
0
8
蕎
§
7
誇
（
帥
目
0
2
7
き
国
9
ぴ
お
ミ
噂
．
）
（
謀
．
層
δ
①
Q
。
）
闘
訟
■
甥

　
↓
2
美
嗣
罠
℃
』
2
【
剛
＝
剛
闘
ン
お
》
穴
鈎
k
春
闘
O
魯
幽
銘
8
ξ
【
掌
－
h
霧
δ
剛
（
ヨ
↓
開
戸
お
匡
－
巳
ミ

　
（
竃
こ
日
8
0
。
）
鴨
三
．
≧
「
｝
〈
巷
藷
岡
器
質
、
．
マ
貯
℃
k
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窪
お
＝
9
0
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．
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≡
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口

　
9
享
9
器
勺
窃
。
碧
。
掘
δ
エ
｝
［
巴
岬
＝
＝
↓
9
塁
讐
δ
着
』
（
セ
ピ
層
　
一
り
↓
O
）
噂
ω
①
や
り
①
．

　
レ
…
ニ
ン
が
Z
か
ら
の
即
時
離
脱
を
断
乎
主
張
す
る
に
至
っ
た
主
要
因
は
、
一
六
年
末
か
ら
二
月
革
命
直
前
に
か
け
て
の
工
S
K
の
リ
ー
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

一
R
・
グ
リ
ム
ら
ス
イ
ス
社
会
民
主
党
指
導
者
と
の
決
定
的
な
対
立
に
あ
っ
た
。
二
月
末
に
は
「
総
括
。
Z
主
義
は
ス
イ
ス
の
党
の
指
導
者
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ち
に
よ
っ
て
お
ご
そ
か
に
「
沼
地
」
の
中
へ
葬
り
さ
ら
れ
た
」
と
レ
ー
ニ
ン
は
書
い
た
。
こ
こ
に
彼
に
よ
る
Z
「
破
産
」
宣
告
が
な
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
リ

　
四
月
二
三
屡
、
彼
は
「
Z
の
沼
地
を
こ
れ
以
上
辛
抱
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
「
Z
に
は
た
だ
情
報
を
得
る
目
的
で
の
み
と
ど
ま
る
べ
き
で

　
　
　
　
　
る
　
も
　
へ

あ
」
り
、
　
「
新
し
い
革
命
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
創
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
『
わ
が
国
の
革
命
に
お
け
る
プ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

レ
タ
ツ
フ
…
ト
の
任
務
』
の
中
に
記
し
た
。
こ
こ
で
本
稿
の
慢
開
上
注
意
す
べ
．
き
は
、
レ
．
ー
ニ
ン
に
よ
る
と
「
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
イ
ン
タ
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リ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
　
ぬ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
す
で
に
創
立
さ
れ
て
お
り
」
、
　
各
国
で
反
戦
、
社
会
主
義
運
動
を
貫
き
通
し
て
い
る
「
実
際
の
国
際
主
義
者
た
ち
」
の
イ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
④

1
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
四
月
協
議
会
（
後
述
）
を
経
て
彼
の
即
時
離
脱
論
は
増
々
強
圃
に
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
。
彼
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
在
外
代
表
部
へ
再
三
Z
左

　
・
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

派
だ
け
の
国
際
会
議
を
全
力
を
あ
げ
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
レ
ー
ニ
ン
ら
を
地
下
潜
行
へ
と
追
い
や
る
こ
と
に
な

る
七
月
事
件
が
起
こ
っ
た
。

　
七
月
事
件
は
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
の
判
断
は
「
ロ
シ
ア
に
二
〇
万
人
（
二
五
万
人
置
以
上
を
擁
す
る
合
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

的
（
ほ
と
ん
ど
合
法
的
な
）
な
国
際
主
義
的
な
党
が
ま
だ
存
在
し
て
い
る
あ
い
だ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
は
左
派
の
会
議
を
召
集
す
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

そ
し
て
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
召
集
に
お
く
れ
る
な
ら
（
ロ
シ
ア
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
は
日
に
臼
に
ま
す
ま
す
地
下
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
る
）
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
わ
れ
は
ま
っ
た
く
犯
罪
老
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
今
召
集
し
て
お
か
な
け
れ
ば
そ
れ
が
い
つ
に

な
る
か
わ
か
ら
ぬ
と
の
危
惧
が
読
み
と
れ
る
こ
と
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
レ
ー
ニ
ン
は
、
も
は
や
そ
の
会
議
へ
の
「
参
加
人
員
」
の
問
題
で
は
な
く

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
思
想
的
な
勢
力
」
と
し
て
「
少
数
」
の
会
議
で
十
分
頃
考
え
た
。
　
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
　
『
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ル
バ
イ
タ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
！
ク
』
、
『
ド
ゥ
マ
ン
』
1
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
な
中
核
で
あ
る
」
と
彼
は
断
言
し
た
。

　
こ
う
し
て
レ
ー
ニ
ン
は
、
第
三
回
Z
会
議
が
そ
の
月
の
五
一
一
二
日
に
開
催
さ
れ
る
九
月
に
入
っ
て
も
地
下
か
ら
持
論
を
展
開
し
、
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

＝
ハ
〔
三
〕
日
の
党
中
央
委
員
会
の
総
会
で
左
派
会
議
召
集
の
た
め
の
決
議
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
説
い
た
。

　
①
　
こ
の
対
立
に
至
る
経
過
に
つ
い
て
は
。
断
．
O
窪
目
ミ
臣
昏
㊦
酒
器
。
。
－
。
。
…
鋭
燭
　
　
　
　
⑤
　
在
外
代
表
部
ω
零
忘
塁
章
8
愚
Φ
碧
越
切
詰
窪
ぴ
自
じ
・
。
熱
く
℃
O
油
苫
（
q
）
は
四

　
の
魯
P
眠
り
。
男
臣
。
。
ド
主
導
⑦
く
。
｝
簾
鉱
o
p
貯
ω
妄
詫
N
o
二
磐
O
お
μ
蔭
ム
㊤
峯
（
鑑
㌣

　
島
m
o
P
お
隷
）
闇
8
0
占
。
◎
’

②
　
レ
ー
ユ
ン
全
集
、
第
二
三
巻
、
三
一
七
頁
（
以
下
⑬
三
一
七
と
略
記
）
。

③
⑳
穴
六
一
七
。

④
＠
六
七
。
レ
…
ニ
ン
は
こ
の
「
園
際
主
義
者
」
と
し
て
、
以
下
本
稿
で
検
討
し

　
て
い
く
い
わ
ゆ
る
Z
左
派
を
中
心
に
名
を
列
挙
し
て
い
る
。
同
、
六
一
－
四
。

月
＝
二
日
目
帰
国
途
中
の
レ
ー
ニ
ン
の
提
案
の
下
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
創
設
さ

れ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
既
に
当
地
で
活
動
し
て
い
た
B
・
B
・
ヴ
ォ
ロ
フ
ス
キ
ー
、

」
・
ハ
ネ
ツ
キ
と
、
レ
ー
ニ
ン
ら
と
「
封
印
列
車
」
で
や
っ
て
き
た
が
一
人
填
国

籍
の
ヴ
ィ
ザ
の
た
め
入
露
を
許
さ
れ
ず
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
K
・
ラ
デ
ク
で
あ

っ
た
。
＝
臼
O
唱
＝
設
0
コ
↓
O
や
O
「
O
マ
貯
↓
o
℃
塁
ξ
§
峯
麸
℃
【
【
（
セ
一
二
H
O
①
①
）
－
α
O
O
“
日
、
ゆ
竃
自
鉾

ゆ
①
ρ
そ
し
て
、
在
外
代
表
部
の
主
目
的
は
ロ
シ
ア
革
命
の
展
開
に
つ
い
て
の
正
確
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な
情
報
を
各
国
社
会
主
義
者
へ
供
給
す
る
こ
と
と
、
彼
ら
左
派
と
接
触
を
確
保
す

　
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑥
し
口
8
0
曾
畠
P
ω
讐
忘
＝
＝
票
肖
。
①
…
噛
。
。
“
（
六
月
三
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
打
電
）
、

⑳
八
＝
二
（
六
月
一
一
日
、
ラ
デ
ク
へ
）
。

＠＠¢
⑱
三
四
五
（
八
月
三
〇
贋
、
中
央
委
員
会
在
外
ビ
ュ
ー
ロ
ー
〔
代
表
部
〕

㊧
一
二
四
｝
血
－
六
。

⑳
一
ご
…
九
（
轟
く
と
も
九
月
一
六
日
、
Z
問
題
に
つ
い
て
）
。

へ
）
。

ニ
　
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
反
論

ボリシェヴィキとツイソメルヴァルト運動（山内）

　
こ
の
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
が
党
内
に
引
き
起
こ
し
た
波
紋
は
大
き
い
。
ま
ず
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
墨
引
七
回
幕
別
シ
ア
協
議
会
（
い
わ
ゆ
る
四
月

協
議
会
）
で
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
反
論
が
な
さ
れ
た
。

　
五
月
一
二
日
〔
四
月
二
九
臼
〕
の
第
五
日
程
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内
の
状
況
と
ロ
シ
ア
祉
会
民
主
労
働
党
（
ボ
）
の
任
務
」
で
の
報
告
で
ジ

ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
　
「
わ
が
党
は
、
Z
－
ブ
ロ
ッ
ク
で
Z
左
派
の
戦
術
を
主
張
す
る
と
い
う
自
ら
の
任
務
を
提
起
し
な
が
ら

そ
こ
に
と
ど
ま
り
、
そ
し
て
直
ち
に
第
三
イ
ン
タ
i
創
設
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
を
中
央
委
員
会
に
委
任
す
る
。
」
　
こ
こ
で
「
わ
が
党

が
〔
Z
〕
ブ
ロ
ッ
ク
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
へ
と
歩
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
出
て
く
る
。
が
、
こ
の
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た

ロ
ッ
ク
の
性
格
か
ら
そ
れ
が
我
々
を
自
由
に
活
動
さ
せ
、
そ
し
て
我
々
が
自
ら
の
イ
ン
タ
ー
再
興
の
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
。
」
　
し
か
も
「
我
々
と
と
も
に
行
く
べ
き
グ
ル
ー
プ
を
、
或
い
は
、
わ
が
党
へ
の
信
頼
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
目
下
ま
だ

我
々
と
と
も
に
歩
ん
で
い
な
い
グ
ル
ー
プ
を
我
々
が
Z
か
ら
連
れ
出
す
こ
と
に
成
功
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
」
「
こ
の
〔
開
催
予
定
の
Z
〕
会

議
で
我
々
の
代
表
は
、
Z
左
派
グ
ル
ー
プ
の
結
合
と
Z
か
ら
の
完
全
な
脱
退
と
い
う
意
味
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
演
ず
る
だ
ろ
う
。
」
　
そ
の

会
議
で
「
Z
の
多
数
は
こ
れ
〔
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
会
議
参
加
〕
に
与
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
こ
そ
分
裂
の
た
め
の
瞬
間
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
だ

　
　
①

ろ
う
。
」

　
こ
の
報
告
魚
体
に
わ
た
っ
て
レ
ー
ニ
ン
は
反
対
し
た
。
　
彼
に
よ
る
と
、
　
我
々
は
Z
に
情
報
を
得
る
た
め
に
の
み
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
我
々
が
こ
れ
以
上
誰
か
を
味
方
に
引
き
入
れ
る
だ
ろ
う
と
期
待
す
る
の
は
望
み
が
薄
い
。
」
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再
度
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
発
言
し
た
。
キ
ー
ン
タ
ー
ル
会
議
〔
一
六
年
四
月
の
第
二
回
Z
会
議
〕
の
晴
も
Z
に
と
ど
ま
る
か
ど
う
か
の
問
題
が

生
じ
た
際
、
我
々
は
と
ど
ま
る
こ
と
に
決
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
我
々
が
な
ぜ
脱
退
す
る
の
か
が
大
多
数
に
理
解
で
き
か
ね
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
我
々
は
第
三
イ
ン
タ
！
建
設
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
を
と
る
。
し
か
し
、
我
々
が
Z
左
派
諸
党
と
合
意
す
る
ま
で
は
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
労
働
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
な
ぜ
我
々
が
決
裂
す
る
の
か
を
把
握
す
る
ま
で
は
Z
と
断
絶
し
な
い
。
」

　
結
局
、
レ
ー
ニ
ン
の
情
報
目
的
だ
け
の
た
め
に
と
ど
ま
る
と
い
う
修
正
案
は
否
決
さ
れ
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
議
案
が
反
対
一
（
レ
ー
ニ
ン
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
④

棄
権
六
で
可
決
さ
れ
た
。

　
既
に
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
の
時
で
あ
り
、
Z
に
は
情
報
目
的
の
た
め
に
だ
け
と
ど
ま
り
そ
の
左
派
だ
け
の
会
議
を
即
刻
開
く
べ
き
だ
と
み
る

か
、
そ
れ
と
も
、
来
た
る
べ
き
Z
会
議
で
の
西
欧
社
会
主
義
老
左
派
と
の
合
意
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
創
設
へ
の
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
と

み
る
か
、
或
い
は
、
こ
れ
以
上
Z
か
ら
馬
方
を
引
き
入
れ
る
こ
と
は
も
は
や
期
待
し
え
ぬ
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
、
な
お
そ
の
可
能
性
を
み
る

か
、
こ
こ
に
両
者
の
対
立
点
が
あ
っ
た
。

　
両
者
と
も
第
三
イ
ン
タ
ー
の
中
核
と
し
て
ス
パ
ル
タ
ク
ス
ら
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
は
共
通
で
あ
る
。
問
題
は

彼
ら
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
と
も
に
第
三
イ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
る
べ
き
条
件
が
既
に
整
っ
て
い
た
か
、
別
言
す
れ
ば
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
運
動
の
革
命
的
分
子
の
農
舎
の
可
能
性
が
当
時
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

　
そ
の
条
件
、
そ
の
可
能
性
を
検
証
し
て
い
く
前
に
、
Z
問
題
に
関
す
る
党
中
央
委
員
会
の
態
度
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
態
度
が

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
多
数
の
当
時
の
見
解
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
①
O
o
浄
ン
凶
露
（
ぎ
℃
①
き
。
ス
鍵
）
c
ロ
8
℃
o
g
§
Ω
（
銘
勺
O
h
て
識
（
O
p
爵
ヨ
爵
三
3
。
コ
）
・
　
　
③
H
江
幽
こ
b
。
ω
。
。
ム
。

　
　
ぎ
で
ゆ
き
δ
ミ
3
誉
。
コ
で
。
ぎ
一
8
き
州
（
ン
一
こ
6
α
o
。
）
㌧
卜
。
G
。
で
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
H
げ
一
価
こ
ト
。
ω
全
ω
遷
曝

一
②
H
瓢
島
；
b
。
ω
G
。
’
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ボリシェヴィキとツィンメルヴァルト運動（爾内）

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
党
中
央
委
員
会
の
態
度

　
八
月
二
九
日
、
中
央
委
員
会
（
の
内
輪
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
）
会
議
は
、
第
三
回
Z
会
議
へ
特
別
に
代
表
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
派
遣
す
る
こ
と

は
〔
現
下
の
情
勢
で
は
〕
技
術
的
に
不
可
能
で
あ
る
故
、
中
央
委
員
会
の
代
表
権
を
在
外
代
表
部
の
ラ
デ
ク
と
ヴ
ォ
ロ
フ
ス
キ
ー
に
与
え
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
を
決
定
し
た
。
し
か
も
、
も
し
Z
の
多
数
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
へ
行
く
こ
と
を
決
議
し
た
場
舎
は
Z
を
去
る
よ
う
に
と
の
指
令
の
下
に
。

明
ら
か
に
こ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
の
意
向
に
反
す
る
。
九
月
一
六
日
の
総
会
の
代
わ
り
に
開
か
れ
た
中
央
委
員
会
会
議
で
は
、
前
述
の
左
派
会
議
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

集
を
説
く
レ
ー
ニ
ン
の
手
紙
は
つ
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
中
央
委
員
会
は
、
四
月
協
議
会
で
採
決
さ
れ
た
（
ジ
ノ
ヴ
ィ
ェ
フ
の
）
決
議
と
続
い
て
五
月
二
三
日
の
羽
裏
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
、
も
し
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
応
ず
る
な
ら
我
々
は
Z
か
ら
脱
退
す
る
と
の
決
議
の
立
場
を
変
え
な
か
っ
た
。
或
い
は
、
彼
ら
は
そ
の
立
場
を
再

確
認
し
て
い
く
も
の
の
増
々
ロ
シ
ア
国
内
問
題
へ
と
の
め
り
こ
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
、
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
。

　
第
六
回
党
大
会
（
八
月
八
1
一
六
日
）
で
は
第
八
日
程
に
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
問
題
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
会
期
延
長
を
状
況
が
許
さ
ぬ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
も
あ
っ
て
、
そ
の
問
題
の
議
案
作
成
は
中
央
委
員
会
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
り
日
程
か
ら
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
党

大
会
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た
中
央
委
員
会
の
以
後
の
会
議
で
も
再
三
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
と
Z
会
議
問
題
は
議
事
日
程
に
の
ぼ
る
が
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ま
で
の
決
議
を
再
確
認
す
る
だ
け
で
一
度
と
し
て
十
分
に
討
議
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
が
、
中
央
委
員
会
が
来
た
る
べ
き
Z
会
議
に
第
三
イ
ン
タ
i
創
設
へ
の
踏
み
台
を
み
て
い
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
そ
の
考
え
を
表
し
た
も

の
と
し
て
、
直
接
中
央
委
員
会
の
手
に
は
な
ら
ぬ
が
、
九
月
一
日
に
公
表
さ
れ
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
・
ソ
ヴ
ェ
ト
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
・
フ
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
決
議
案
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
　
「
革
命
的
第
三
イ
ン
タ
ー
の
完
成
を
め
ざ
し
て
直
ち
に
実
践
的
な
歩
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
開
始
す
る
た
め
に
第
三
回
Z
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
は
不
可
避
だ
」
と
そ
れ
は
表
明
し
た
の
だ
っ
た
。

　
①
　
諏
O
自
9
8
旨
竃
貰
窪
↓
硬
き
き
弓
O
剛
（
O
護
器
翠
で
O
如
勺
類
（
O
）
・
〉
胃
署
↓
同
箪
碧
　
　
　
　
　
〔
言
暑
露
じ
お
一
Q
◎
（
ン
一
こ
田
切
。
◎
Y
卜
。
b
。
梱
実
際
…
に
は
う
デ
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
詮
会
罠
主
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党
の
代
表
権
で
出
席
し
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
代
表
権
は
ヴ
ォ
ロ
フ
ス
キ
ー
と

　
〔
ド
イ
ツ
政
府
を
介
し
て
ブ
ル
ガ
リ
ア
か
ら
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
ま
で
運
ば
れ
、
そ

　
こ
に
入
露
許
可
を
求
め
て
留
ま
っ
て
い
た
〕
H
・
A
・
セ
マ
シ
ュ
コ
が
も
っ
た
。

②
　
目
σ
㌶
二
戯
ア
b
。
噛
。
捗
剛
8
℃
o
謬
ζ
。
層
H
O
O
．

③
　
O
h
↓
⑦
藁
董
・
㎝
。
。
卜
。
・
レ
ー
ニ
ン
は
そ
の
決
議
が
四
月
協
議
会
の
誤
り
を
半
ば
訂

　
正
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
⑳
七
五
）
と
述
べ
て
い
る
。
が
本
文
で
記
し
た
よ
う

　
に
、
そ
の
決
議
は
四
月
協
議
会
で
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
主
張
と
対
立
す
る
も
の
で

　
は
決
し
て
な
い
。

④
陰
①
∩
8
蹄
9
。
舞
8
員
℃
只
α
）
．
コ
℃
o
↓
9
6
き
【
（
三
二
お
㎝
G
。
y
b
。
お
I
b
。
ρ
b
。
a
．

⑤
ロ
で
。
↓
霞
。
舅
二
①
＝
↓
℃
営
ぴ
畿
。
門
。
…
噂
ω
ム
冒
b
。
b
。
層
ω
9
9
同
q
ふ
層
①
G
。
層
＄
．

⑥
穴
コ
∩
∩
切
9
℃
呂
。
岩
謙
a
o
3
．
6
σ
2
美
9
9
（
岩
9
7
9
（
o
降
8
養
ロ
≧
自
至
。
。
匹

　
δ
圃
岬
霧
閃
。
』
δ
ξ
≡
．
α
闇
闘
δ
』
〒
ヨ
δ
ま
ヨ
H
リ
ミ
「
6
α
8
≡
【
目
容
塁
学
固
窪
↓
o
。
コ
■
（
三
二

　
H
O
雪
）
噛
蕊
野
こ
の
決
議
案
は
、
　
八
月
二
九
日
の
中
央
委
員
会
会
議
で
の
第
一
ほ

　
程
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
」
の
討
議
の
際
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
不
参
加
と
い

　
う
こ
れ
ま
で
の
決
議
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
議
案
作
成
が
ス
タ
ー
リ
ン
、
ソ
コ
リ
ニ

　
コ
フ
、
ウ
リ
ツ
キ
ー
に
委
任
さ
れ
、
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

　
て
い
る
。
コ
唱
。
↓
o
累
。
き
削
員
Φ
二
ぢ
舘
臣
。
「
9
・
・
、
b
。
b
⊃
噛
b
⊃
竃
…
紙
幅
〉
撃
蓉
Φ
P
員
？

　
曽
ゆ
蓼
き
。
凄
ヨ
〈
閲
O
員
勺
霞
（
O
）
ゆ
お
ミ
3
麸
（
巷
9
賓
否
8
蜜
弓
蚤
）
　
（
竃
こ

　
お
＄
）
噛
麗
Q
。
・
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四
　
各
国
社
会
主
義
者
左
派
と
の
接
触
の
担
い
手
た
ち

　
　　

一
　
彼
ら
の
見
解

　
（

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
各
国
社
会
主
義
老
左
派
と
の
接
触
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
在
外
代
表
部
（
一
時
的
だ
が
党
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
た
コ
ロ

ン
タ
イ
も
）
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
。
が
、
彼
ら
の
Z
観
は
レ
ー
ニ
ン
の
即
時
離
脱
論
に
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
両
者
の
葛

藤
は
新
イ
ン
タ
ー
創
設
を
め
ざ
す
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
運
動
に
と
っ
て
重
い
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
彼
ら
接
触
の
担
い
手
た
ち

の
Z
観
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
コ
ロ
ン
タ
イ
の
見
解
は
、
今
日
一
部
公
表
さ
れ
て
い
る
一
七
年
三
月
一
四
日
と
一
六
日
の
ク
リ
ス
チ
ア
ニ
ア
（
オ
ス
ロ
）
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の

レ
ー
ニ
ン
へ
宛
て
た
彼
女
の
手
紙
に
端
的
に
窺
わ
れ
る
。
彼
女
が
ま
ず
強
調
す
る
の
は
、
　
「
Z
左
派
」
の
実
像
が
各
国
社
会
主
義
者
に
今
な
お

知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
当
地
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
…
デ
ン
の
左
派
で
す
ら
、
彼
ら
が
「
Z
原
則
」
を
引
用
す
る
場
合
Z

左
派
以
外
へ
の
配
慮
は
な
い
。
つ
ま
り
、
Z
の
中
に
カ
ウ
ツ
キ
i
主
義
も
あ
る
こ
と
を
彼
ら
は
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
我
々
の
任
務
は



ボリシェヴィキとツイソメルヴァルト運動（山内）

I
S
K
の
ま
わ
り
に
反
対
派
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
特
定
の
反
対
派
勢
力
を
Z
左
派
へ
と
集
結
さ
せ
、
　
「
Z
中
央
派
」
と
右
派
の
誤
り
と
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

一
貫
性
を
仮
借
な
き
ま
で
に
批
判
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
情
報
と
時
間
が
必
要
で
あ
る
、
と
。
そ
の
主
張
の
背
景
に
は
、
ま
だ
他
に

カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
心
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
今
Z
へ
の
反
対
運
動
は
時
宜
を
え
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
、
と
の
彼
女
の
状
況

　
　
　
　
　
①

判
断
が
あ
っ
た
。

　
三
ヶ
月
後
、
コ
ロ
ン
タ
イ
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
第
九
回
大
会
に
出
席
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
同
志
に
彼
ら
の
党
の
第
ニ
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
脱
退
と
Z
左
派
へ
の
加
盟
を
説
い
た
が
、
そ
の
党
大
会
は
前
者
は
果
し
た
も
の
の
、
Z
左
派
で
は
な
く
Z
〔
I
S
K
〕
へ
の
加
盟
を
決

　
　
②

興
し
た
。
そ
の
時
の
こ
と
を
彼
女
は
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
　
「
彼
ら
に
と
っ
て
レ
ー
ニ
ン
は
当
時
ま
だ
権
威
が
な
か
っ
た
。
『
Z
左
派
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
そ
れ
は
何
か
曖
昧
な
、
無
限
定
な
概
念
で
あ
り
、
或
い
は
『
有
害
』
で
さ
え
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
」
　
こ
こ
に
は
、
上
述
の
彼
女
の
状
況
判

断
に
通
ず
る
認
識
が
あ
る
。

　
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
こ
の
党
大
会
で
の
演
説
（
六
月
一
七
日
）
で
コ
ロ
ン
タ
イ
は
、
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
破
滅
と
「
新
し
い
イ
ン
タ
ー
」
創
設

を
主
張
し
、
そ
し
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
を
批
判
し
た
後
Z
に
言
及
す
る
が
、
そ
こ
に
も
意
見
の
対
立
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
ぬ
と
述
べ
た
だ
け
で
、
そ
れ
に
対
す
る
自
ら
の
明
確
な
態
度
を
表
明
し
て
は
い
な
い
。

　
在
外
代
表
部
の
Z
に
つ
い
て
の
見
解
を
表
明
し
て
い
る
史
料
は
今
日
ソ
連
で
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
六
月
一
日
に
ラ
デ
ク
が
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

ソ
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
「
Z
と
断
乎
決
裂
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
一
セ
ン
テ
ン
ス
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
し
て
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
意
見
は
直
ち
に
レ
ー
ニ
ン
に
支
持
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ラ
デ
ク
ば
か
り
か
在
外
代
表
部
は
そ
れ
と
は
逆
の
方
向
に
歩
み
出
す
の
で
あ
る
。

①
誉
嶺
望
O
P
ω
謡
鴇
』
①
塁
国
｝
；
§
畏
旨
巷
O
誉
O
O
冨
q
O
需
㊦
富
順
震
⑦
襲
O
（
ヨ
ニ

　
お
＄
ソ
ω
旨
叫
↓
窪
宍
塁
．
q
㎝
S
チ
ョ
ム
キ
ン
は
、
新
し
い
イ
ン
タ
ー
の
中
心
は
実

際
に
は
既
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
指
揮
す
る
Z
左
派
で
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

　
コ
ロ
ン
タ
イ
は
考
慮
に
お
か
な
か
っ
た
、
と
い
う
典
型
的
な
（
レ
ー
ニ
ン
の
見
解

　
を
踏
襲
す
る
と
い
う
意
味
で
）
反
論
を
し
て
い
る
。
酌
瓢
貸
チ
ョ
ム
キ
ン
の
い
う

新
イ
ン
タ
ー
の
中
心
が
果
し
て
当
時
、
中
心
と
言
う
に
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど

　
う
か
こ
そ
以
下
の
検
討
の
対
象
で
あ
る
。

②
　
〉
’
ヨ
」
〈
o
嘗
。
ヨ
巴
岬
層
＝
ω
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δ
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ご
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三
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軒
N

③
H
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⑤
↓
。
莫
…
、
㎝
。
。
ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
⑱
八
一
三
（
六
月
＝
日
、
ラ
デ
ク
へ
）
。

　
コ
　
在
外
代
表
部
の
活
動

暇
畠
社
会
主
墾
差
派
と
の
叢

　
当
時
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
接
触
ル
ー
ト
は
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
在
外
代
表
部
の
あ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
、
も
う
一
つ
は
、
レ
ー
ニ
ン

ら
が
帰
国
し
た
後
も
な
お
残
留
し
て
い
た
B
・
A
・
カ
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
と
『
ド
ゥ
マ
ン
』
（
後
述
）
を
刊
行
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
H
・
ギ
ル
ポ

ー
の
い
る
ス
イ
ス
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
後
書
の
ロ
シ
ア
国
内
と
の
連
絡
経
路
は
、
カ
ル
ビ
ン
ス
キ
ー
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
情
報
入
手
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
た
在
外
代
表
部
と
の
緊
密
な
接
触
や
、
ま
た
在
外
代
表
部
と
の
接
触
に
つ
い
て
の
ギ
ル
ボ
ー
の
回
想
や
彼
に
よ
る
十
月
革
命
の
歓
迎
電
報
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
ち
早
く
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
経
由
で
送
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
経
由
で
あ
っ
た
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
ー
ル
ー
ト
の
重
要
性
が
当
時
大
い
に
あ
っ
た
。

　
六
月
一
二
日
〔
五
月
三
〇
日
〕
、
党
中
央
委
員
会
書
記
局
は
在
外
代
表
部
の
機
関
紙
講
話
ω
δ
。
げ
Φ
図
。
昌
①
ω
も
。
ロ
◎
①
⇔
N
、
．
や
図
P
毛
U
跨
、
、
（
六

月
三
日
創
刊
。
以
下
『
コ
レ
ス
ポ
ソ
デ
ン
ツ
』
と
略
記
）
の
た
め
四
五
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
を
支
給
し
て
い
る
。
　
こ
れ
は
党
の
五
月
（
露
暦
）
分
総
支
出
の

　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

約
四
分
の
一
に
あ
た
る
。
し
か
も
、
こ
の
財
政
援
助
は
七
月
事
件
ま
で
一
定
し
て
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
既
述
の
よ
う
に
、
中
央
委

員
会
は
第
三
回
忌
会
議
へ
の
代
蓑
権
を
在
外
代
表
部
メ
ン
バ
ー
に
与
え
た
。
こ
れ
ら
二
例
だ
け
み
て
も
在
外
代
蓑
部
に
対
す
る
党
中
央
の
期
待

は
大
き
い
。

　
も
う
一
人
の
担
い
手
、
コ
ロ
ン
タ
イ
に
つ
い
て
言
う
と
。
二
月
革
命
ま
で
、
Z
左
派
の
一
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
と
の
接
触
は
北
欧
諸
語
に

堪
能
な
コ
ロ
ン
タ
イ
に
よ
っ
て
主
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
　
（
そ
の
接
触
及
び
彼
ら
へ
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
果
し
た
コ
ロ
ン
タ
イ
の

大
い
な
る
貢
献
は
、
彼
女
と
レ
ー
ヲ
、
ク
ル
ー
プ
ス
カ
ヤ
と
の
文
通
に
歴
然
と
示
さ
れ
て
い
る
。
）
そ
の
コ
ロ
ン
タ
イ
を
中
央
委
員
会
は
ス
ト
ッ
ク
ホ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
ム
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
五
月
一
七
日
に
そ
の
派
遣
費
と
し
て
五
〇
〇
ル
ー
ブ
リ
を
支
給
し
て
い
る
。
実
際
の
派
遣
は
遅
れ
て
（
そ

の
間
、
既
述
し
た
よ
う
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
党
大
会
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
の
正
式
代
蓑
と
し
て
出
席
す
る
た
め
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
赴
い
た
）
　
彼
女
は
七
月
九
日
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⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
派
遣
さ
れ
、
同
月
一
九
目
か
二
〇
日
ま
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
に
滞
在
し
、
在
外
代
表
部
と
行
動
を
と
も
に
し
た
。

　
在
外
代
表
部
の
そ
の
接
触
に
つ
い
て
、
近
年
の
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
の
実
証
的
研
究
が
初
め
て
我
々
に
そ
の
包
括
的
な
知
識
を
与
え
て
く
れ

た
。
以
下
そ
の
接
触
の
具
体
例
を
逐
一
挙
げ
て
み
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
当
時
の
「
新
し
い
イ
ン
タ
ー
の
中
心
」
の
実
態
を
照
ら
し
出
す
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
ド
イ
ツ
で
は
、
二
月
革
命
ま
で
ラ
デ
ク
が
ス
イ
ス
か
ら
積
極
的
に
参
与
し
て
い
た
「
左
翼
急
進
派
」
の
一
つ
ブ
レ
ー
メ
ン
左
派
が
い
た
。

そ
の
指
導
者
J
・
ク
ニ
ー
ブ
は
一
七
年
五
月
に
徴
兵
回
避
の
た
め
ブ
レ
ー
メ
ン
を
去
っ
て
地
下
潜
行
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
し
て
各
地
の
左
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
接
触
を
は
か
っ
た
。
そ
の
中
に
塗
る
人
物
を
通
じ
て
の
在
外
代
表
部
と
の
接
触
も
あ
っ
た
。
ク
ニ
ー
フ
は
在
外
代
表
部
に
ド
イ
ツ
革
命
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
そ
の
情
報
は
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
伝
え
ら
れ
、
レ
ー
ニ
ン
を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
と
い
う
。

　
ス
パ
ル
タ
ク
ス
と
の
接
触
も
実
現
し
て
い
る
。
四
月
二
三
日
、
ハ
ネ
ツ
キ
は
レ
ー
ニ
ン
へ
の
手
紙
で
「
我
々
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
接
触
は
既

に
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ス
パ
ル
タ
ク
ス
か
ら
誰
か
が
我
々
の
も
と
に
来
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
と
も
か
く
第
一
歩
は
踏
み
出
さ
れ
た
」
と
構
い

⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
。
そ
し
て
、
そ
の
接
触
は
六
月
初
め
に
成
っ
た
。
が
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
の
誰
が
そ
の
接
触
に
あ
た
っ
た
の
か
チ
ョ
ム
キ
ン
は
言
及
し
て
い
な

い
。
そ
れ
は
他
の
史
料
か
ら
次
の
二
つ
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
フ
ッ
ク
ス
。
彼
も
ス
ト
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ホ
ル
ム
へ
赴
き
、
在
外
代
表
部
と
会
談
し
て
い
る
が
、
何
が
語
り
あ
わ
れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
バ
ル
タ
キ
ス
ト
。
そ
の
指
導
者
力
i
ル
ー
ミ
ン
ス
タ
ー
は
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
で
戦
闘
的
機
関
紙
『
カ
ン
プ
隠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

を
主
宰
し
て
い
た
が
、
官
憲
の
弾
圧
を
逃
れ
て
三
月
三
一
日
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
移
り
、
そ
し
て
そ
の
地
で
再
び
『
カ
ン
プ
』
を
刊
行
し
て

い
た
。
一
七
年
夏
に
は
、
彼
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
、
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
、
そ
し
て
ベ
ル
リ
ン
の
各
ス
バ
ル
タ
キ
ス
ト
と
連
絡
を
と
る
他
、
ブ

レ
ー
メ
ン
左
派
の
ク
ニ
ー
フ
（
彼
は
地
下
潜
行
中
直
接
オ
ラ
ン
ダ
に
赴
い
て
い
る
）
や
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
ス
パ
ル
タ
ク
ス
ー
グ
ル
ー
プ
や
社
会
主
義

青
年
イ
ン
タ
…
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
、
そ
し
て
ス
イ
ス
在
住
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
も
接
触
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
在
外
代
表
部
と
の
直
接
の
接
触
も
あ
っ
た
と
い
う
。
最
後
の
接
触
に
つ
い
て
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
　
『
カ
ン
プ
』
に
在
外
代
表
部
の
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⑯

『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
か
ら
の
転
載
や
、
更
に
は
十
月
革
命
の
報
道
が
伝
わ
る
直
前
の
号
で
在
外
代
表
部
の
も
う
一
つ
の
機
関
紙
切
。
言
伽
興

図
蕩
ω
一
。
。
。
プ
窪
園
。
く
○
細
工
。
娼
（
以
下
『
ボ
ー
テ
』
と
略
記
）
の
一
号
（
九
月
一
五
日
）
か
ら
八
号
（
一
一
月
三
日
）
ま
で
の
予
約
購
読
を
宣
伝
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
発
送
の
取
り
扱
い
を
『
カ
ン
プ
』
が
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
が
想
像
さ
れ
る
。

　
次
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
場
合
。
　
〔
前
年
秋
、
F
・
ア
ド
ラ
ー
に
よ
る
暗
殺
事
件
が
も
と
で
解
散
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
〕
　
「
カ
ー
ル
・
マ

ル
ク
ス
」
ク
ラ
ブ
に
集
ま
っ
た
少
数
の
左
派
グ
ル
ー
プ
が
規
則
的
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
自
国
の
革
命
運
動
の
発
展
に
つ
い
て
の
情
報
を
秘
密

に
送
っ
て
い
る
。
六
月
二
日
〔
五
月
半
〇
聞
〕
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
は
、
そ
の
国
の
五
月
二
三
日
目
〔
大
戦
勃
発
以
来
最
初
の
大
規
模
な
〕
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ト
ラ
イ
キ
が
報
じ
ら
れ
た
。

　
同
様
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
革
命
的
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
の
た
め
当
地
へ
や
っ
て
来
た
〔
五
月
末
〕
ゐ

・
ク
ン
フ
ィ
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
。
ラ
デ
ク
は
自
伝
の
中
で
、
そ
の
時
の
ク
ン
フ
ィ
に
、
中
欧
に
お
け
る
革
命
の
到
来
を
固
く
信
じ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

社
会
民
主
主
義
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
高
い
評
価
を
付
し
て
い
る
、
が
先
園
り
し
て
言
え
ば
、
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
少
数
の
左
派
の
認
識
が

問
題
だ
っ
た
。
即
ち
、
彼
ら
は
自
ら
を
Z
左
派
の
隊
伍
に
加
え
た
が
、
　
「
Z
左
派
の
観
点
」
を
知
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
「
中
央
派
と
実
際
に

革
命
的
な
左
派
と
を
区
別
し
え
な
か
・
た
」
と
い
う
・
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
五
月
一
日
に
金
属
連
盟
（
Z
派
の
A
・
メ
ラ
ソ
が
指
導
）
の
名
で
メ
ー
デ
ー
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
初
め
て
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
革
命
の
み
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
利
益
に
か
な
う
平
和
を
与
え
る
」
と
表
明
し
た
の
だ
が
、
在
外
代
表
部
は
そ
の
宣
言
を
、

Z
左
派
の
F
・
ロ
リ
オ
が
三
月
以
来
メ
ラ
ン
に
代
わ
っ
て
書
記
を
務
め
て
い
た
国
際
関
係
回
復
委
員
会
（
C
R
R
I
）
の
宣
言
と
し
て
ロ
シ
ア
に

　
　
　
　
⑫

送
っ
て
い
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
に
つ
い
て
は
後
に
回
す
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
彼
ら
と
二
月
革
命
前
か
ら
相
当
な
接
触
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
コ

ロ
ン
タ
イ
で
前
記
し
た
。
一
六
年
初
め
、
ヴ
ォ
ロ
フ
ス
キ
ー
も
や
っ
て
来
た
。
ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ハ
ネ
ツ
キ
も
一
五
年
七
月
に
ス
イ
ス
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
移
り
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
で
の
地
下
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
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そ
し
て
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
ー
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
検
討
も
後
に
譲
る
が
、
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
か
ら
五
月
に
、
当
時
召
集
さ
れ
て
い
た
第
三
圏
Z
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

に
参
加
す
る
た
め
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
r
・
キ
ル
コ
フ
と
B
・
コ
ラ
ロ
フ
が
派
遣
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
は
組
織
的
に
ロ
シ
ア
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

情
報
を
自
国
に
送
っ
た
。
彼
ら
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
の
記
事
が
党
機
関
紙
『
ラ
ボ
ー
ト
ニ
チ
ェ
ス
キ
ー
ヴ
ェ
ー
ス
ト
ニ
ク
』
（
以
下
『
ヴ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ー
ス
ト
ニ
ク
』
と
略
記
）
に
掲
載
さ
れ
た
数
は
三
〇
を
越
え
る
。

　
そ
の
他
、
（
第
一
回
Z
会
議
の
一
先
駆
と
な
っ
た
一
五
年
四
月
の
国
際
社
会
主
義
青
年
会
議
で
設
置
さ
れ
た
）
社
会
主
義
青
年
イ
ン
タ
ー
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
書
記
W
：
ミ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
が
い
る
。
彼
は
五
月
半
ば
に
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
へ
や
っ
て
来
て
、
在
外
代
表
部
、
王
S
K
（
グ
リ
ム
、
バ
ラ

バ
ノ
フ
）
と
と
も
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
の
党
創
立
大
会
（
五
月
一
三
－
一
六
日
）
に
出
席
し
た
。
続
い
て
同
月
一
九
－
二
〇
日
に
当
地
で
社
会
主

義
青
年
イ
ン
タ
ー
の
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
議
が
開
か
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
「
二
・
三
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
滞
在
の
ロ
シ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

志
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
」
出
席
し
た
と
い
う
。
ロ
シ
ア
の
同
志
と
は
在
外
代
表
部
メ
ン
バ
ー
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
度
帰
国
後
、
再
び

ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
や
っ
て
来
て
、
当
地
で
八
月
一
九
－
二
〇
日
に
ビ
ェ
…
ロ
ー
会
議
を
開
い
た
が
、
そ
れ
に
も
二
・
三
の
在
ス
ト
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ホ
ル
ム
の
ロ
シ
ア
同
志
が
ゲ
ス
ト
出
席
し
た
。
こ
う
し
て
、
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
は
（
そ
の
内
容
は
不
明
だ
が
）
五
月
と
八
月
に
在
外
代
表
部

　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
接
触
を
も
っ
た
。

　
ま
た
、
六
月
一
八
日
に
ア
メ
リ
カ
社
会
主
義
労
働
党
の
B
・
レ
イ
ン
ス
テ
イ
ン
、
M
・
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ブ
と
ユ
ダ
ヤ
高
小
社
会
道
義
政
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
D
・
ダ
ヴ
ィ
ド
ヴ
ィ
チ
が
ス
ト
ヅ
ク
ホ
ル
ム
に
や
っ
て
来
た
。
レ
イ
ン
ス
テ
イ
ン
の
後
年
の
回
想
に
よ
る
と
、
元
々
彼
ら
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
会
議
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
、
（
そ
の
会
議
開
催
準
備
の
た
め
に
創
設
さ
れ
て
い
た
）
オ
ラ
ン
ダ
ー
ス
カ
ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
委
員
会
と
会
談
し
た
（
六
月

二
〇
⊥
二
日
）
。
そ
れ
と
同
時
に
、
在
外
代
表
部
の
ハ
ネ
ッ
キ
、
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
か
ら
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
キ
ル
コ
フ
と
も
会
談
し
た
。
そ

の
結
果
、
も
は
や
第
ニ
イ
ン
タ
ー
再
建
は
不
可
能
で
あ
り
、
第
三
イ
ン
タ
ー
創
立
の
不
可
避
性
を
自
分
は
認
識
し
た
、
．
と
。
そ
し
て
、
彼
は
次

に
Z
に
期
待
を
か
け
た
。
が
、
　
U
S
P
D
と
在
外
代
表
部
が
出
席
し
た
会
議
〔
七
月
三
日
の
Z
会
議
と
考
え
ら
れ
る
〕
後
、
彼
は
も
は
や

「『

y
』
か
ら
は
（
或
い
は
Z
に
残
存
す
る
い
か
な
る
も
の
か
ら
も
）
新
イ
ン
タ
ー
の
創
設
は
期
待
さ
れ
え
ぬ
」
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
六
月
末
〔
恐
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ら
く
露
暦
〕
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
発
っ
た
。

　
実
は
こ
の
圓
想
が
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
創
立
一
〇
周
年
記
念
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
に
私
は
執
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
果
し
て
一
七
年
の
そ
の
段

階
で
既
に
レ
イ
ン
ス
テ
イ
ン
に
第
三
イ
ン
タ
ー
へ
の
道
が
Z
と
の
訣
別
の
下
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
こ
の
彼
の
記
述
を
後

か
ら
の
詠
み
込
み
で
は
な
い
か
と
疑
う
。
な
ぜ
な
ら
当
時
か
か
る
見
解
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
史
料
的
に
確
認
さ
れ
う
る
限
り
レ
…
ニ
ン
以
外

に
い
な
か
っ
た
。

　
以
上
、
在
外
代
表
部
の
各
国
左
派
と
の
直
接
の
接
触
を
今
日
知
ら
れ
て
い
る
限
り
挙
げ
て
み
た
。
が
、
そ
の
接
触
の
内
実
こ
そ
問
題
だ
。
上

述
の
レ
イ
ン
ス
テ
イ
ン
の
回
想
へ
の
私
の
反
論
は
十
分
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
当
時
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
Z
か
ら
即
時
離
脱
し
て
直
ち

に
創
設
さ
れ
る
べ
き
第
三
イ
ン
タ
ー
の
「
中
核
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
当
の
Z
左
派
が
、
果
し
て
い
か
な
る
新
イ
ン
タ
ー
像
を
抱
い
て
い
た
の

か
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
接
触
を
通
じ
て
果
し
て
彼
ら
は
そ
の
新
イ
ン
タ
ー
創
設
へ
の
具
体
的
展
望
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
意
義
は

大
き
い
と
考
え
る
。
が
、
そ
れ
を
検
討
し
よ
う
に
も
実
は
そ
の
新
イ
ン
タ
ー
創
設
と
対
Z
問
題
が
そ
れ
ら
の
接
触
で
語
ら
れ
た
と
い
う
形
跡
は

史
料
的
に
確
認
で
き
な
い
。
次
節
で
立
ち
入
っ
て
検
討
す
る
が
、
在
外
代
表
都
自
体
が
レ
ー
ニ
ン
に
対
立
す
る
見
解
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
、
レ

ー
ニ
ン
の
そ
の
主
張
が
在
外
代
表
部
を
通
じ
て
Z
左
派
に
浸
透
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
が
、
決
定
的
な
間
題
は
在
外
代
表
部
の
そ
の

「
不
活
動
」
以
外
の
と
こ
ろ
に
こ
そ
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
Z
左
派
に
お
い
て
す
ら
レ
ー
ニ
ン
の
新
イ
ン
タ
ー
論
を
は
じ
め
と
し
た
思
想
が

十
分
に
理
解
さ
れ
受
容
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
即
時
離
脱
論
も
ま
た
彼
ら
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
余
地
は
な
か

っ
た
。
以
下
、
そ
の
事
実
の
実
証
を
試
み
た
い
。

　
大
戦
中
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
強
い
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
ス
ウ
ェ
…
デ
ン
左
派
は
、
五
月
半
ば
に
新
党
を
創
立
し
、
そ
の
創
立
大
会
に

牌
シ
ア
社
会
民
主
党
を
代
表
し
て
在
外
代
表
部
を
招
待
し
た
（
既
述
）
。
ま
た
、
在
外
代
表
部
の
『
ボ
ー
テ
』
は
そ
の
名
目
の
編
集
者
を
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
左
派
の
○
・
グ
リ
ム
ル
ン
ド
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
左
派
は
新
党
結
成
後
も
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
と
の
間
に
一
線
を
な
お
画
し

て
い
た
。
彼
ら
の
反
戦
運
動
が
根
本
に
お
い
て
非
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
な
武
装
解
除
と
い
う
生
来
「
平
和
主
義
的
」
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
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ボリシェヴィキとツ6ンメルヴァルト運動（山内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

Z
運
動
期
を
通
じ
て
変
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
帰
国
途
次
の
レ
ー
ニ
ン
と
彼
ら
左
派
と
の
二
つ
の
会
談
の
内
容
が
部
分
的
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
左
派
の
分
離
i
新

組
織
結
成
に
つ
い
て
の
や
り
と
り
が
あ
る
。
ス
ト
レ
ム
の
今
革
命
勢
力
を
分
散
す
る
こ
と
は
敗
北
を
も
た
ら
さ
な
い
か
と
の
質
問
に
、
レ
ー
二

　
　
　
　
　
　
　
⑰

ン
は
断
乎
反
論
し
た
。
ま
た
、
グ
リ
ム
ル
ン
ド
に
も
レ
ー
ニ
ン
は
、
今
日
の
主
要
課
題
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
組
識
す
る
こ
と
で
あ
り
、
し

　
　
　
　
　
、
　
、
、
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐙

か
も
新
し
い
革
命
的
組
織
が
必
要
な
の
だ
と
語
っ
た
。
そ
の
会
談
の
内
実
は
、
「
最
も
極
左
で
あ
る
諸
書
で
す
ら
平
和
主
義
者
な
の
だ
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

レ
ー
ニ
ン
の
発
言
が
端
的
に
示
唆
し
て
く
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
討
議
は
注
記
し
た
諸
回
想
に
は
見
当
た

ら
ぬ
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
史
家
の
言
及
に
よ
れ
ば
、
レ
ー
ニ
ン
は
そ
の
地
で
我
々
は
新
し
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
イ
ン
タ
ー
の
創
設
問
題
を
来

た
る
べ
き
党
大
会
の
議
事
日
程
に
挿
入
す
る
だ
ろ
う
と
表
明
し
た
。
が
こ
の
記
述
は
、
以
後
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
内
で
新
し
い
第
三
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

が
現
実
的
展
望
を
も
っ
て
語
ら
れ
は
じ
め
た
、
新
党
指
導
者
の
ヘ
グ
ル
ン
ド
ら
幾
人
か
〔
決
し
て
「
幾
人
か
」
で
は
な
い
〕
は
Z
運
動
を
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

新
イ
ン
タ
ー
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
っ
た
、
と
続
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
六
月
の
グ
リ
ム
事
件
後
、
I
S
K
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
が
、
も
は
や
Z
の
可
能
性
を
否
定
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
工
S
K
の
「
左
傾
化
」
を
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
へ
の
Z
左
派
の
結
集
を
鈍
ら
せ
る
も
の
と
し
て
苦
々
し
く
み
て
い
た
。
そ

れ
に
反
し
て
、
彼
ら
の
新
工
S
K
は
第
三
回
Z
会
議
召
集
の
準
備
へ
と
向
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
上
、
七
月
末
に
彼
ら
は
、
追
放
さ
れ
た
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
グ
リ
ム
に
Z
に
関
す
る
小
冊
子
の
執
筆
を
依
頼
し
、
そ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
版
を
最
初
に
公
刊
し
て
も
い
る
。
自
ず
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派

の
Z
に
お
け
る
「
柔
軟
な
」
位
置
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
次
に
フ
ラ
ン
ス
ー
Z
左
派
に
つ
い
て
。
彼
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
タ
リ
ー
ジ
ェ
ル
女
史
の
実
証
的
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
一
六
年
段
階
の

実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
前
に
こ
の
フ
ラ
ン
ス
左
派
の
評
価
に
つ
い
て
は
歴
史
的
な
対
立
が
あ
る
こ
と
を
触
れ
て
お
き

た
い
。

　
一
九
一
二
年
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
に
先
だ
つ
拡
大
執
行
委
員
会
へ
、
か
つ
て
の
フ
ラ
ン
ス
ー
Z
左
派
の
リ
ー
ダ
ー
、
ロ
リ
オ
自
身

93　（753）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
「
我
々
反
対
派
運
動
は
当
初
Z
左
派
、
つ
ま
り
レ
ー
ニ
ン
の
見
解
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
報
告
し
た
。
こ
れ
に
全
く
対
立
す
る
見
解
が
三
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
、
J
・
ロ
シ
ェ
と
署
名
さ
れ
た
小
冊
子
に
よ
っ
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
立
場
か
ら
な
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
六
年
一
月
か
ら
四
月
ま

で
訪
仏
し
た
イ
ネ
ッ
サ
・
ア
ル
マ
ン
ド
と
パ
リ
在
住
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
当
地
で
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
一
六
年
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

降
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
普
及
は
彼
ら
の
尽
力
に
大
い
に
負
っ
て
い
た
。
続
い
て
そ
の
二
年
後
に
発
刊
さ
れ
た
、
か
つ
て
の

革
命
的
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
雄
A
・
ロ
ス
メ
ル
の
大
著
は
わ
ざ
わ
ざ
ロ
シ
ェ
へ
の
反
駁
の
一
章
を
も
う
け
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ェ
は

ロ
リ
オ
が
Z
左
派
の
見
解
を
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
小
冊
子
『
Z
の
社
会
主
義
者
と
戦
争
』
を
書
い
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
C
R
R
I
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ら
出
さ
れ
た
小
冊
子
は
無
署
名
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
準
備
段
階
で
ト
ロ
ツ
キ
ー
が
関
与
し
た
。
そ
の
上
、
遅
れ
て
我
々
の
陣
営
に
や
っ
て
来
て
、

当
時
〔
Z
内
で
は
中
央
派
の
〕
メ
ラ
ン
と
接
触
を
計
っ
て
い
た
ロ
リ
オ
は
C
R
R
戸
内
で
Z
左
派
の
信
奉
老
だ
と
名
の
っ
た
こ
と
は
決
し
て
な

　
　
　
　
⑳

か
っ
た
、
と
。

　
こ
の
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
両
見
解
を
ク
リ
；
ジ
ェ
ル
は
実
証
的
に
検
証
し
て
く
れ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
結
論
だ
け
記
す
こ
と
に
す
る
と
、
Z

左
派
は
一
六
年
初
め
以
来
、
ロ
シ
ェ
が
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
リ
在
住
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
や
他
な
ら
ぬ
ロ
リ
オ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
労

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

働
運
動
内
に
僅
か
だ
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
フ
ラ
ン
ス
ー
Z
派
ら
の
多
く
の
史
料
か
ら
明
ら
か
だ
。
が
、
〔
彼
ら
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か
ら
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ニ
ン
へ
し
き
り
と
、
自
派
の
出
版
物
の
刊
行
等
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
左
派
内
へ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
な
ぜ
か
Z
左
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
見
解
を
載
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
は
今
日
な
お
見
い
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
一
六
年
＝
月
二
五
日
付
の
イ
ネ

ッ
サ
・
ア
ル
マ
ン
ド
へ
の
手
紙
〔
⑳
二
六
〇
〕
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
労
働
運
動
へ
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
影
響
力

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
レ
ー
ニ
ン
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
彼
の
思
想
は
筋
を
追
っ
て
理

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

解
さ
れ
は
し
な
か
っ
た
。

　
か
か
る
状
態
は
一
七
年
段
墜
も
変
ら
な
か
っ
た
。
　
一
ソ
連
史
家
は
、
一
七
年
三
月
以
来
C
R
R
I
書
記
と
な
り
そ
の
再
組
織
化
を
め
ざ
し
て

い
っ
た
戸
リ
オ
の
活
動
を
高
く
評
価
し
、
そ
し
て
C
R
R
I
の
左
派
グ
ル
ー
プ
に
は
既
に
一
七
年
春
に
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
の
賛
同
者
が
い
た
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ボリシェヴィキとツイソメルヴァルト運動（山内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
し
て
、
メ
ー
デ
ー
の
日
に
国
外
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）
で
公
表
さ
れ
た
ロ
リ
オ
に
よ
る
C
R
R
1
の
綱
領
的
論
文
「
第
三
イ
ン
タ
ー
に
向
っ
て
」
を

　
　
　
　
　
　
㊥

例
に
挙
げ
て
い
る
。
け
れ
ど
、
ロ
リ
オ
の
言
う
「
第
三
イ
ン
タ
ー
扁
と
は
レ
ー
ニ
ン
の
唱
え
る
そ
れ
と
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
た
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
へ

そ
の
本
文
に
歴
然
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
こ
そ
社
会
排
外
主
義
者
と
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
（
z
派
）
と
の
決
定
的
対
立
の
時
で
あ

る
と
記
す
が
、
目
を
フ
ラ
ン
ス
少
数
派
へ
向
け
て
な
に
が
な
ん
で
も
統
一
と
い
う
死
し
た
ド
グ
マ
に
し
が
み
つ
く
諸
君
は
こ
の
事
実
を
理
解
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
の
か
、
と
い
う
表
現
で
終
わ
っ
て
い
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
C
R
R
I
は
三
月
ご
九
日
に
「
行
動
綱
領
」
を
採
択
し
た
が
、
そ
れ
に
は
C
R
R
I
が
I
S
K
に
加
盟
し
て
い
る
こ
と
と
、
そ
れ
と
の
不
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
接
触
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
C
R
R
I
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
拒
否
に
あ
い
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
第
三
回
Z
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

議
へ
の
代
表
派
遣
を
決
定
し
た
際
他
な
ら
ぬ
ロ
リ
オ
を
二
名
の
う
ち
の
一
名
に
指
名
し
た
。

　
C
R
R
I
の
工
S
K
と
の
関
係
は
以
後
も
続
く
。
一
八
年
半
ば
ま
で
工
S
K
機
関
紙
は
C
R
R
I
か
ら
の
自
国
Z
運
動
に
つ
い
て
の
報
告
を

載
せ
、
十
月
革
命
後
は
C
R
R
I
に
よ
る
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
即
時
乎
和
闘
争
へ
の
歓
迎
の
電
報
と
反
干
渉
戦
争
の
決
議
声
明
を
い
ち
早
く

　
　
　
⑧

掲
載
し
た
。

　
も
う
一
人
、
ギ
ル
ボ
ー
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
留
意
さ
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て
『
ド
ゥ
マ
ン
』
の
立
場
が
あ
る
。
即
ち
、
一

六
年
一
月
に
彼
の
手
で
創
刊
さ
れ
た
『
ド
ゥ
マ
ン
』
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
参
加
を
み
た
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
反
戦
運
動
か
ら
出
発
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

で
あ
り
、
そ
し
て
徐
々
に
Z
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
広
く
Z
全
体
に
門
戸
を
開
い
て
い
っ
た
。
し
か
も
後
者
の
立
場
は
、
前
者
の
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
も
残
し
な
が
ら
在
外
代
表
部
と
接
触
し
て
い
る
間
も
保
持
さ
れ
た
。

ギ
ル
ギ
は
創
刊
当
初
貴
し
い
革
命
的
イ
ン
タ
⊥
を
z
派
と
非
z
の
少
数
派
（
。
ソ
ゲ
主
要
）
の
団
結
の
上
に
み
て
い
た
勉
間
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
両
者
の
溝
を
多
数
派
と
少
数
派
と
の
そ
れ
よ
り
深
い
と
述
べ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
後
の
彼
の
立
場
は
C
R
R
工
内
の
左
派
と
通
ず
る
。

第
三
團
Z
会
議
が
召
集
さ
れ
た
三
智
も
ま
た
、
ジ
ュ
ネ
；
ヴ
の
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
ヴ
ィ
ザ
交
付
拒
否
に
あ
う
が
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
赴
こ

　
　
　
⑧

う
と
し
た
。
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レ
ー
ニ
ン
が
「
実
際
の
国
際
主
義
老
」
と
し
て
高
く
評
価
し
た
も
の
の
中
に
英
、
米
の
社
会
主
義
者
も
い
た
。
こ
こ
で
は
立
ち
入
っ
た
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
し
な
い
が
、
；
員
で
い
え
ば
、
レ
ー
ー
ユ
ン
に
評
価
さ
れ
る
側
の
当
事
者
た
ち
は
逆
に
レ
ー
ニ
ン
の
思
想
を
理
解
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

　
最
後
に
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
に
最
も
近
い
位
置
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
、
ブ
レ
ー
メ
ン
左
派
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党

　
　
　
⑧

が
残
っ
た
。

　
ブ
レ
ー
メ
ン
左
派
は
機
関
紙
『
ア
ル
バ
イ
タ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
』
で
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
計
画
に
つ
い
て
当
初
か
ら
一
貫
し
て
そ
の

計
画
の
担
い
手
で
あ
る
社
会
愛
国
主
義
老
を
批
判
し
て
い
っ
た
。
そ
の
上
、
彼
ら
は
「
イ
ン
タ
…
ナ
ツ
ィ
オ
ナ
ー
レ
」
派
に
（
そ
の
指
導
者
ハ
ー

ゼ
ら
が
そ
の
会
議
へ
の
出
席
を
め
ざ
し
て
い
る
）
U
S
P
D
か
ら
脱
党
し
我
々
と
と
も
に
新
党
を
結
成
す
る
こ
と
を
強
く
促
す
と
い
う
脈
絡
の
中
で
、

そ
の
派
（
ロ
ー
ザ
）
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
対
す
る
早
期
の
消
極
的
「
期
待
」
表
明
に
か
み
つ
き
論
争
を
挑
ん
だ
り
し
た
（
こ
の
点
後
日
の
検

　
　
　
　
　
⑧

討
に
委
ね
た
い
）
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
彼
ら
の
Z
運
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
ほ
ど
少
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
に
対
す
る
彼
ら
の

・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

表
だ
っ
た
態
度
表
明
は
な
い
。
が
、
言
及
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
在
外
代
表
部
の
転
載
で
あ
っ
た
。
ブ
レ
ー
メ
ン
左
派
に
は
レ
ー
ニ
ン
の

離
脱
論
に
呼
応
す
る
動
き
は
全
く
見
い
出
さ
れ
な
い
。

　
ポ
…
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
に
つ
い
て
。
在
外
代
表
部
の
ハ
ネ
ツ
キ
と
ラ
デ
ク
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。

一
九
一
一
年
＝
一
月
以
来
中
央
委
員
会
と
反
対
派
（
後
者
は
一
四
年
初
め
に
国
内
委
員
会
を
組
織
）
に
分
裂
し
て
い
た
そ
の
党
は
、
大
戦
中
の
社
会
主

義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
則
る
共
同
の
反
戦
運
動
と
一
六
年
の
各
地
の
市
評
議
会
選
挙
で
の
共
同
カ
ン
パ
ニ
ア
を
経
て
、
　
一
六
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

三
〇
日
か
ら
一
一
月
四
日
に
か
け
て
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
の
統
一
大
会
で
再
統
合
を
実
現
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
中
央
派
分
子
と
の
闘
争
と
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

命
的
イ
ン
タ
ー
の
急
進
的
グ
ル
ー
プ
、
い
わ
ゆ
る
Z
左
派
へ
の
支
持
が
決
議
さ
れ
た
。
が
イ
ン
タ
ー
〔
I
S
K
〕
へ
の
代
表
派
遣
問
題
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
選
出
さ
れ
る
中
央
委
員
会
に
委
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
決
ま
ら
な
い
場
合
は
そ
の
問
題
は
来
た
る
べ
き

全
国
大
会
に
受
け
継
が
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
は
反
対
が
出
．
た
。
反
対
老
は
こ
の
代
表
選
出
の
緊
急
性
を
強
調
し
た
。
結
局
、
代
表
選
出
は
実

　
　
　
　
　
⑧

現
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
ラ
デ
ク
と
ハ
ネ
ッ
キ
の
第
三
回
Z
会
議
で
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
代
表
権
は
正
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
七
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ボリシェヴィキとツィンメルヴァルト運動（山内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

月
二
〇
日
の
Z
左
派
声
明
へ
の
彼
ら
の
署
名
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
罠
主
党
中
央
委
員
会
で
は
な
く
、
彼
ら
が
与
し
て
い
た
再
統
合
前
の
国
内
委

員
会
で
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
そ
の
事
実
を
強
調
す
る
か
と
い
う
と
、
も
う
一
方
の
中
央
委
員
会
（
ヴ
ワ
，
ル
ス
キ
）
は
第
一
回
と
二
回
の
Z
会
議
で
「
イ
ソ
タ
ー
ナ
ツ
ィ

オ
ナ
ー
レ
」
派
に
与
し
、
　
「
Z
左
派
」
と
一
線
を
画
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
上
述
の
統
一
大
会
で
の
Z
左
派
へ
の
支
持
決
議
に
は
明
ら
か
に

国
内
委
員
会
の
影
響
が
窺
わ
れ
る
。
が
こ
れ
に
は
、
党
の
再
統
合
を
計
る
べ
く
一
六
年
六
月
に
ス
イ
ス
か
ら
帰
国
し
た
ヴ
ァ
ル
ス
キ
が
帰
国
早

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

々
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
中
央
委
員
会
指
導
者
の
欠
席
と
い
う
事
情
を
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
当
時
Z
左
派
の
一
翼
と
し
て
名
を
連
ね

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
と
は
畢
寛
在
外
代
表
部
の
ニ
メ
ン
バ
ー
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
を
検
討
す
る
。
今
日
ソ
連
史
家
に
よ
っ
て
、
当
時
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
最
も
近
い
位
置
に
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

高
い
評
価
が
下
さ
れ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
彼
ら
の
評
価
が
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
一
面
し
か
促
え
て
い
な
い
こ
と
が
、
（
彼
ら
も
こ
れ
を
利
用
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
の
だ
が
）
当
時
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
『
ヴ
ェ
ー
ス
ト
ニ
ク
』
　
の
編
集
者
で
あ
っ
た
カ
バ
ク
チ
ェ
フ
の
遺
稿
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
キ
ル
コ
フ
と
コ
ラ
ロ
フ
が
第
三
回
Z
会
議
に
参
加
す
る
た
め
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
派
遣
さ
れ
て
き
た
が
、
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
は

彼
ら
の
そ
の
直
接
の
派
遣
屋
的
を
記
し
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
ロ
シ
ア
の
革
命
的
諸
事
件
に
つ
い
て
正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
と
ポ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

エ
ヴ
ィ
キ
の
活
動
に
つ
い
て
知
識
を
得
る
こ
と
、
そ
し
て
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
と
直
接
の
接
触
を
確
立
す
る
た
め
、
と
し
て
い
る
。
が
、
彼
ら
が

一
義
的
に
か
か
わ
っ
た
の
は
Z
運
動
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
実
証
を
試
み
る
。

　
カ
バ
ク
チ
ェ
フ
は
所
々
で
、
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
が
二
月
革
命
か
ら
十
月
革
命
勃
発
ま
で
常
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
見
解
に
与
し
た
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

く
、
ま
た
革
命
の
道
を
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
視
点
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
う
　
　
う

観
は
と
い
う
と
、
彼
ら
は
大
戦
勃
発
時
か
ら
イ
ン
タ
ー
の
統
一
性
の
維
持
の
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼
ら
は
第
一
回
Z
会
議
で
も
Z
左
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
与
す
る
こ
と
な
く
、
Z
内
の
中
央
派
へ
の
断
乎
た
る
反
対
も
と
ら
な
か
っ
た
。
耳
・
ブ
ラ
ゴ
エ
フ
ひ
と
り
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
裏
切
り
に
反
対

し
・
養
い
イ
ン
タ
あ
創
設
を
主
張
し
譜
も
・
党
は
イ
ン
タ
あ
堕
海
嶺
し
た
・
二
葉
命
定
・
党
は
中
央
派
へ
の
態
度
を
変
更
し
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ヘ
　
　
へ
　
　
も

て
、
Z
内
で
概
し
て
左
派
グ
ル
ー
プ
を
支
持
し
た
。
が
、
そ
の
時
も
ま
だ
完
全
に
レ
ー
ニ
ン
の
立
場
に
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
著
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
う
　
　
リ
　
　
へ

そ
の
レ
ー
ニ
ン
の
立
場
の
後
に
括
弧
し
て
、
党
は
そ
れ
以
後
そ
の
立
場
へ
移
っ
て
い
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
い
つ
な
の
か
明
言
し
て

⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

い
な
い
。
そ
れ
が
十
月
革
命
前
で
な
い
こ
と
は
ま
ず
問
違
い
な
い
。
そ
れ
は
彼
ら
が
I
S
K
と
新
イ
ン
タ
ー
創
設
と
の
連
関
を
い
か
に
捉
え
て

い
た
か
で
傍
証
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
五
月
三
一
日
『
ヴ
ェ
ー
ス
ト
ニ
ク
』
が
報
道
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
党
中
央
委
員
会
は
、
I
S
K
が
第
三
國
Z
会
議
召
集
を
決
定
し
た
と

い
う
こ
と
が
我
々
に
知
ら
れ
る
前
に
、
新
た
な
Z
会
議
召
集
の
聞
題
を
I
S
K
に
提
起
し
た
。
ま
た
、
同
月
二
三
日
の
『
ヴ
ェ
ー
ス
ト
ニ
ク
』

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
「
い
か
な
る
統
一
を
か
」
で
は
、
　
「
こ
の
〔
第
三
圓
Z
〕
会
議
の
任
務
は
Z
内
の
す
べ
て
の
潮
流
を
「
統
一
す
る
」
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヤ
　
　
つ
　
　
も
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
あ

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
独
自
の
階
級
闘
争
と
国
際
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
連
帯
の
見
地
に
立
つ
潮
流
だ
け
を
統
一
す
る
こ
と
に
あ
る
」
　
「
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
こ
そ
新
イ
ン
タ
ー
創
設
の
道
で
あ
る
」
と
。
こ
こ
に
は
左
の
立
場
か
ら
だ
が
来
た
る
べ
き
そ
の
会
議
へ
の
期
待
が
あ
る
。
そ
れ
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
の
見
解
と
の
相
違
を
生
み
出
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
に
こ
の
遺
稿
を
公
刊
し
た
ソ
連
史
家
の
二
丁
が
入
っ
て
い
る
。

即
ち
、
以
後
の
事
態
の
進
展
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ま
た
当
時
既
に
レ
ー
ニ
ン
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
が
支
持
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

こ
の
I
S
K
を
中
心
と
し
た
新
イ
ン
タ
ー
創
設
の
道
は
破
産
し
た
の
だ
、
と
。

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

　
Z
に
対
す
る
彼
ら
の
確
定
的
な
立
場
表
明
は
六
月
＝
一
日
の
エ
S
K
機
関
紙
に
表
れ
た
。
党
は
こ
れ
ま
で
B
S
I
へ
大
戦
中
開
か
れ
ず
に
い

る
国
際
会
議
召
集
を
要
求
し
て
き
た
が
、
B
S
ー
メ
ン
バ
ー
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
開
催
を
企
て
て
い
る
現
在
、
我
々
の
要
求
は
無
意
味
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

な
っ
た
。
そ
れ
故
、
党
は
来
た
る
べ
き
Z
会
議
を
歓
迎
し
、
　
「
新
し
い
イ
ン
タ
ー
の
萌
芽
を
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
党
は
そ
の
中
に
み
る
ベ
ル
ン
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

S
K
に
最
終
的
に
加
盟
し
た
」
と
彼
ら
は
表
明
し
た
。

　
I
S
K
に
寄
せ
る
彼
ら
の
期
待
は
グ
リ
ム
事
件
後
も
続
く
。
七
月
一
八
日
の
論
文
「
グ
リ
ム
の
役
割
」
は
、
今
こ
そ
「
I
S
K
は
万
国
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

際
的
組
織
の
、
ま
た
社
会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
活
動
の
有
効
か
つ
統
一
的
な
中
心
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
表
明
し
た
。
　
「
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
く
Z
に
は
Z
左
派
だ
け
が
留
ま
っ
て
い
る
」
と
い
う
表
現
か
ら
み
て
も
、
彼
ら
は
ま
さ
に
そ
の
左
派
だ
け
の
一
S
K
へ
の
結
集
を
め
ざ
し
、
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そ
の
先
に
新
イ
ン
タ
ー
の
創
設
を
み
て
い
た
。

　
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
代
表
は
そ
の
直
前
に
帰
国
し
て
し
ま
っ
て
、
そ
こ
で
の
彼
ら
の
態
度
表
明
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
第
三
回
Z
会
議
後

も
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
は
、
そ
の
会
議
後
Z
は
死
ん
だ
と
い
う
デ
マ
を
批
判
し
、
そ
れ
は
生
き
続
け
て
い
る
と
表
明
し
た
。
な
る
ほ
ど
第
三
回
会
議

は
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
を
果
さ
な
か
っ
た
、
が
そ
の
第
三
イ
ン
タ
ー
は
社
会
愛
国
主
義
者
や
中
央
派
の
や
り
方
で
は
な
く
、
今
ま
さ
に
革
命
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

シ
ア
の
バ
リ
ケ
ー
ド
の
中
に
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
彼
ら
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
重
な
ら
せ
て
Z
並
び
に
第
三
イ
ン
タ
ー
像
を

普
遍
化
す
る
傾
向
は
あ
る
が
、
彼
ら
の
Z
と
の
積
極
的
な
か
か
わ
り
の
持
続
性
が
読
み
と
れ
る
。

　
以
上
、
在
外
代
表
に
よ
る
接
触
の
も
う
一
方
の
側
の
Z
左
派
に
お
け
る
レ
ー
ニ
ン
理
解
と
彼
ら
の
Z
並
び
に
新
イ
ン
タ
ー
観
を
考
察
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
を
更
に
別
の
視
角
か
ら
確
認
す
る
た
め
、
在
外
代
表
部
の
も
う
一
つ
の
主
要
任
務
だ
っ
た
左
派
会
議
召
集
の
顛
末
を
み
る
こ
と

に
す
る
。
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ボリシェヴィキとツ6ソメルヴァルト運動（山内）
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ボリシェヴィキとツ6ソメルヴァルト運動（山内）
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⑳
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．
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ロ
、
　
「
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
」
会
議
の
召
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
七
月
前
半
、
在
外
代
表
部
は
積
極
的
に
Z
派
の
諸
会
議
に
参
加
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
成
果
な
き
会
議
だ
っ
た
。
か
か
る
時
期
七
月
一
四
目

に
彼
ら
は
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
九
号
で
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
に
反
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
組
織
に
白
く
と
も
八
月
五
日
ま
で
に
ス
ト
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ホ
ル
ム
へ
代
表
を
派
遣
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
の
糾
合
を
計
る
た
め
だ
っ
た
。
続
い
て
同
月
二
〇
日
、
在
外
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

部
は
Z
左
派
の
名
で
声
明
「
社
会
主
義
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
」
を
発
し
た
。
両
方
と
も
直
ち
に
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
七
月
二
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八
日
の
S
P
D
の
中
央
機
関
紙
『
フ
ォ
ア
ヴ
ェ
ル
ツ
』
も
両
声
明
を
報
道
し
た
（
こ
の
こ
と
は
後
で
一
つ
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
が
、
ド
イ
ツ
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

派
に
も
当
然
知
れ
わ
た
っ
た
こ
と
を
さ
す
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
七
月
二
〇
日
の
声
明
に
つ
い
て
は
、
バ
ラ
バ
ノ
ブ
に
よ
る
金
文
採
録
に
よ
っ
て
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
戦
争
に
対

す
る
Z
左
派
の
明
確
な
態
度
表
明
が
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
愛
国
主
義
老
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
「
平
和
会
議
」
の
真
の
目
的
の
暴
露
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
会
議
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
〔
Z
多
数
派
で
も
あ
る
〕
　
「
動
揺
分
子
」
（
「
平
和
主
義
的
分
子
」
）
が
逆
に
社
会
愛
国
主
義
者
に
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
る
。
最
後
に
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
の
と
る
べ
き
態
度
と
し
て
三
つ
の
要
求
を
掲
げ
て
い
る
。
一
、
ス
ト

も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
リ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
た
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ら
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
お
け
る
社
会
愛
国
主
義
的
会
議
の
欺
隔
を
労
働
老
に
暴
露
せ
よ
／
…
…
二
、
Z
連
合
に
属
し
、
し
か
も
そ
の
目
的
に
反
し
て
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
た
　
　
へ

会
愛
国
主
義
者
を
手
助
け
し
、
帝
国
主
義
が
暴
利
を
む
さ
ぼ
る
平
和
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す
る
た
め
社
会
愛
国
主
義
老
と
同
席
す
る
諸
君
の
党

へ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
へ

指
導
者
を
否
認
せ
よ
／
…
…
三
、
断
乎
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
の
代
表
と
こ
の
地
で
平
和
を
め
ざ
す
縦
な
る
闘
争
を
協
議
す
る
た
め
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ

た
動
揺
分
子
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
Z
運
動
内
の
分
裂
に
対
し
革
命
的
社
会
民
主
主
義
分
子
の
結
合
を
協
議
す
る
た
め
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ

代
表
を
送
る
よ
う
に
、
…
…
。

　
こ
こ
で
こ
の
声
明
に
対
す
る
東
独
、
ソ
連
史
家
の
評
価
を
ぜ
ひ
み
て
お
き
た
い
。
ラ
イ
ス
ベ
ル
ク
に
よ
る
と
、
た
と
え
そ
れ
が
左
派
だ
け
の

会
議
を
召
集
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
は
社
会
排
外
主
義
者
ば
か
り
か
中
央
派
と
の
決
裂
へ
の
重
要
な
第
一
歩
だ
っ
た
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

故
に
そ
れ
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
前
史
に
と
っ
て
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
も
の
だ
っ
た
、
と
。
チ
ョ
ム
キ
ン
も
ラ
イ
ス
ベ
ル
ク
に
よ
る
評
価
を
採

る
が
、
周
知
の
よ
う
に
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
し
た
左
派
だ
け
の
会
議
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
十
分
か
つ
明
白
に
語
っ
て
い
な
い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
両
研
究
に
先
立
っ
て
コ
ロ
レ
フ
も
、
第
三
イ
ン
タ
：
の
組
織
化
を
め
ざ
す
左
派
だ
け
の
会
議
を
召
集
す
る
提
案
な

　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

し
と
記
し
て
い
た
。
一
人
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
だ
け
が
、
在
外
代
表
部
は
一
七
年
春
以
来
レ
ー
ニ
ン
の
第
三
イ
ン
タ
ー
即
時
創
設
の
主
張
に
沿

ぬ
　
　
へっ

て
活
動
し
て
き
た
と
み
、
七
月
一
四
日
声
明
も
そ
の
線
に
沿
っ
た
も
の
だ
と
し
た
。
そ
し
て
、
七
月
二
〇
臼
声
明
の
マ
イ
ナ
ス
評
価
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
、
そ
れ
が
そ
れ
ほ
ど
積
極
的
な
も
の
で
は
な
い
と
の
コ
ロ
レ
フ
の
上
述
の
見
解
が
あ
る
こ
と
を
注
で
簡
単
に
記
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
従
来
全
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ボリシェヴィキとツnソメルヴァルト運動（山内）

く
の
無
視
か
、
あ
る
と
し
て
も
批
判
的
評
価
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
在
外
代
表
部
の
復
権
を
計
る
た
め
、
か
え
っ
て
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ

ヴ
ァ
は
歴
史
的
事
実
を
歪
曲
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
こ
の
レ
ー
ニ
ン
と
在
外
代
表
部
の
聞
に
は
だ
か
る
見
解
の
相
違
こ
そ
私
が
強
調
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
七
月
二
〇
日
声
明
に
は
Z
左
派
ば
か
り
か
、
Z
運
動
や
そ
の
第
三
回
会
議
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
明
も
な
い
。
こ
こ
で
、
こ
の
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

の
在
外
代
表
部
の
Z
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
私
は
八
月
一
八
日
公
表
の
ラ
デ
ク
論
文
「
岐
路
に
立
つ
Z
」
を
取
り
上
げ
た
い
。

そ
の
執
筆
時
は
内
容
か
ら
み
て
七
月
末
か
遅
く
と
も
八
月
初
め
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
を
批
判
し
て
き
た
後
、
ラ
デ
ク
は
「
Z
会
議
は
、
Z
が
第
三
イ
ン
タ
ー
、
邸
ち
行
動
の
イ
ン
タ
ー
の
礎
石
と
な
ろ
う

と
す
る
の
か
、
或
い
は
革
命
的
社
会
主
義
老
と
戦
争
に
厭
き
た
日
和
見
主
義
者
の
た
め
の
単
に
一
時
的
な
避
難
所
で
終
わ
る
の
か
を
決
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
」
と
二
者
択
一
を
Z
に
迫
っ
て
い
る
。
後
老
の
場
合
は
、
我
々
は
直
ち
に
そ
の
イ
ン
タ
ー
の
た
め
に
自
ら
の
家
屋
を
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
あ
　
　
う
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
へ

て
る
と
。
そ
し
て
、
　
「
革
命
的
国
際
主
義
実
社
会
民
主
主
義
老
と
動
揺
分
子
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
Z
は
清
算
寸
前
で
あ
る
。
」
　
こ
の
動
揺

分
子
が
Z
連
合
内
で
多
数
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
連
合
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
あ
ろ
う
。
が
、
彼
ら
が
少
数
と
な
れ
ば
「
そ
の
時
初
め
て
Z
は
実

際
的
行
動
の
中
心
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。
今
こ
そ
選
択
の
時
だ
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
新
イ
ン
タ
ー
創
設
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
Z

を
踏
み
台
と
す
る
道
が
表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
だ
。
た
だ
、
そ
の
二
者
択
一
を
迫
ま
る
ラ
デ
ク
の
姿
勢
が
強
固
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る

が
。
Z
運
動
へ
の
彼
の
か
か
わ
り
方
に
は
依
然
積
極
的
な
も
の
が
窺
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
こ
の
論
文
で
の
見
解
か
ら
七
月
二
〇
日
声
明
を
振
り
返
っ
て
み
る
な
ら
、
中
央
派
と
の
決
裂
が
ど
う
の
、
左
派
だ
け
の
結
集
が
ど
う
の
と
の

面
だ
け
で
そ
れ
を
評
価
す
る
こ
と
自
体
一
つ
の
問
題
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
声
明
で
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
す
る
Z
左
派
の
会
議

で
は
な
く
「
革
命
的
社
会
民
主
主
義
分
子
」
の
会
議
が
召
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
中
に
は
、
彼
ら
の
Z
運
動
と
の
か
か
わ
り
方
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
同
じ
く
署
名
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
や
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
そ
の
方
面
の
既
述
の
見
解
ま
で
考
慮
に
入

れ
る
な
ら
、
こ
の
声
明
に
Z
と
の
決
裂
と
い
う
飛
躍
の
萌
芽
を
み
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
推
察
し
て
く
る
と
、
既
述
の
レ
ー
ニ
ン
へ
の
六
月
一
日
目
手
紙
で
、
ラ
デ
ク
が
Z
と
の
断
乎
決
裂
を
主
張
し
た
こ
と
の
解
釈
が

問
題
と
な
っ
て
く
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
史
家
の
報
告
に
よ
る
と
、
ラ
デ
ク
は
七
月
一
六
日
に
レ
ー
ニ
ン
へ
、
七
月
初
め
か
ら
開
か
れ
た
一
連
の
Z

派
の
会
議
に
つ
い
て
の
報
告
を
書
き
、
そ
し
て
そ
の
手
紙
に
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
の
た
め
に
執
筆
し
た
二
論
文
を
同
封
し
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

そ
の
一
つ
が
「
Z
は
死
ん
だ
」
と
い
う
表
題
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
届
く
姦
策
に
七
月
事
件
下
に
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
三
民
所
は
閉
鎖
を

く
ら
い
、
そ
れ
は
公
表
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。
表
題
し
か
知
り
え
ぬ
が
、
こ
れ
は
六
月
一
日
の
手
紙
で
の
主
張
と
共
通
す
る
も
の
を
予
想
さ
せ

る
。
が
し
か
し
、
ラ
デ
ク
の
こ
れ
ら
の
表
現
の
前
後
の
脈
絡
が
捉
え
ら
れ
な
い
現
状
で
は
、
こ
れ
ら
が
彼
の
い
か
な
る
判
断
に
も
と
つ
く
も
の

か
、
或
い
は
そ
の
時
期
の
在
外
代
表
部
の
一
致
し
た
見
解
な
の
か
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

　
後
年
ラ
デ
ク
は
自
伝
の
中
で
「
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
か
ら
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
・
イ
リ
イ
チ
が
、
今
や
第
三
イ
ン
タ
ー
を
組
織
し
は
じ
め
る
と
き
だ

と
み
て
、
我
々
に
手
紙
で
執
拗
に
Z
と
の
決
裂
を
要
求
し
て
き
た
。
我
々
は
そ
れ
を
時
期
尚
早
と
み
な
し
て
、
そ
れ
へ
の
飛
躍
を
決
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
で
き
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
の
断
乎
決
裂
の
主
張
か
ら
一
八
○
度
の
『
転
換
」
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
こ
こ
に
ソ
連
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

家
は
ラ
デ
ク
の
一
貫
性
の
な
さ
を
み
、
そ
し
て
そ
の
非
一
貫
性
の
中
に
左
派
会
議
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
を
み
る
。
こ
れ
を
転
換
だ

と
断
定
す
る
こ
と
は
上
述
の
理
由
か
ら
今
の
と
こ
ろ
で
き
ぬ
が
、
そ
の
う
デ
ク
の
「
転
換
」
の
中
に
左
派
会
議
挫
折
の
原
因
を
み
よ
う
と
す
る

解
釈
に
は
反
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
こ
の
左
派
会
議
は
つ
い
に
実
現
し
な
か
っ
た
。
延
期
は
許
し
が
た
い
誤
り
だ
と
い
う
レ
ー
ニ
ン
の
叱
責
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
な
ぜ
か
ラ
デ
ク

だ
け
で
な
く
在
外
代
表
部
は
自
ら
の
「
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
」
会
議
の
実
現
を
追
求
し
な
か
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
七
月
事
件
後
の
状
況

へ
の
彼
ら
の
対
応
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
私
は
推
測
す
る
。

　
①
　
ラ
デ
ク
ら
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
会
議
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
Z
が
直
ち
に
決
議
す
る
よ
　
　
　
　
②
　
ゆ
三
■
口
尊
。
葭
押
．
、
切
δ
≧
曾
。
田
圃
α
o
き
霞
窃
｝
圃
∩
需
同
6
蹄
若
君
≡
噛
豊
×
o
泪
蓄
E
｝
お

　
　
う
強
固
に
要
請
し
た
。
け
れ
ど
、
Z
の
全
体
会
議
の
み
が
こ
の
問
題
の
決
定
を
な
　
　
　
　
　
し
・
∩
8
寄
。
き
竃
。
。
。
お
嵩
『
o
諸
等
、
、
”
切
。
趨
。
。
ぴ
＝
剛
。
ぎ
唱
嗣
葺
誹
り
紹
噛
累
ρ
《
旨
？

　
　
し
う
る
と
し
て
、
来
た
る
べ
き
第
三
回
Z
会
議
ま
で
結
論
は
持
越
さ
れ
る
こ
と
に
　
　
　
　
　
じ
σ
o
℃
o
曾
。
じ
。
P
ω
塔
B
嬰
．
襲
。
Φ
…
讐
ω
ご
ゆ
。
勺
0
9
8
帥
嘲
員
㊦
着
。
き
り
δ
自
ぴ
…
噛
旨
餅

　
　
な
っ
た
。
。
｛
．
切
巴
ρ
σ
p
口
。
盈
∪
δ
§
目
日
o
H
≦
鉱
畠
曾
…
㌧
ω
誌
い
。
。
。
。
O
占
’
　
　
　
③
Z
左
派
と
し
て
桑
名
し
た
組
織
を
挙
げ
る
と
、
冒
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
（
ボ
）
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ボリシェヴ1キとツィンメルヴァルト運動（山内）

　
中
央
委
員
会
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ト
ヴ
ァ
社
会
民
主
党
国
内
委
員
会
、
ブ
ル
ガ
リ

　
ア
労
働
者
社
会
民
主
党
（
テ
ス
ニ
ャ
…
キ
）
、
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
左
党
、

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
主
義
青
年
同
明
皿
。
b
d
斜
冨
げ
騨
鵠
O
蝉
U
δ
N
剛
日
ヨ
賃
二
鴨
欝
7

　
α
①
鱒
：
．
Q
o
Q
Q
一
・

④
　
七
月
一
四
日
声
明
は
、
同
月
一
八
日
の
く
。
涛
・
。
。
・
江
野
望
。
（
ケ
ム
ニ
ッ
ツ
、
S

　
P
D
極
右
）
　
一
六
四
号
と
く
。
貯
。
・
お
。
ピ
（
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ス
イ
ス
社
会
昆
主
党

　
中
央
機
関
紙
）
一
六
五
号
、
　
そ
し
て
二
八
日
の
く
。
≧
受
諾
二
〇
四
号
に
転
載

　
さ
れ
た
。
七
月
二
〇
日
声
明
の
方
は
、
二
七
日
の
勺
。
年
穿
窪
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

　
左
派
）
一
七
二
号
と
二
八
目
の
く
。
暑
二
恩
、
そ
し
て
『
コ
レ
ス
ポ
ソ
デ
ソ
ツ
』

　
一
四
号
〔
三
｝
日
〕
に
。
こ
o
o
℃
o
曾
。
畏
曽
員
。
韓
⑦
』
臣
o
o
↓
ぴ
・
・
ご
旨
。
。
ム
噛
O
ρ
巳
臨
ミ

　
漂
白
。
ゲ
母
魑
①
器
・

⑤
　
切
巴
㊤
げ
醤
。
や
∪
一
〇
N
一
ヨ
ヨ
①
同
毛
㊤
冠
霞
…
層
ω
Q
。
一
一
。
。
。

⑥
口
鉱
ω
げ
魯
σ
q
’
漣
Φ
．

⑦
↓
o
美
塁
讐
α
。
。
膳
曜

⑧
圃
（
8
0
器
じ
・
冒
ぱ
。
。
．

⑨
o
コ
ε
o
曾
o
c
コ
P
ω
零
ヨ
零
4
｝
剛
8
…
”
G
。
①
為
■

⑩
囚
．
男
巴
¢
ぎ
．
．
N
弓
ヨ
。
暑
巴
鳥
㊤
旨
ω
9
。
乙
。
≦
①
α
q
Φ
．
．
噂
≧
げ
。
ぎ
巷
畠
艶
（
噛

　
客
。
．
ω
Q
。
讐
戸
。
。
．
＜
昌
H
．
お
嵩
輸
駅
O
も
。
な
お
、
こ
れ
は
．
、
§
旨
ヨ
。
フ
く
巴
師
9
鼠

　
盛
。
ヨ
ω
。
冨
乙
①
乏
㊦
σ
q
㊦
．
、
と
い
う
表
題
で
冒
σ
q
曾
伽
－
ぎ
滋
旨
9
賦
。
嵩
巴
㊦
．
客
ρ
P

　
ピ
H
×
・
H
り
嵩
▼
悼
1
《
に
も
掲
載
さ
れ
、
ま
た
チ
ュ
ー
リ
ヒ
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
〔
未
見
〕
で
発
行
さ
れ
た
。

⑪
　
注
記
す
れ
ば
、
七
月
二
〇
日
声
明
と
こ
の
論
文
と
の
間
に
は
、
三
篶
で
扱
う
七

　
月
事
件
の
波
紋
が
介
在
す
る
。
前
者
は
既
に
一
七
日
に
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
の
キ
ル
コ

　
フ
が
署
名
し
て
い
る
事
実
（
欝
。
や
コ
ニ
（
剛
§
6
評
一
。
。
同
）
か
ら
明
ら
か
に
七
月
事
件

　
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
こ
の
声
明
が
七
月
事
件
報
道
後
の
七
月
二
七
日

　
と
三
一
日
の
そ
れ
ぞ
れ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
派
と
在
外
代
表
部
の
機
関
紙
に
掲
載
さ

　
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
両
者
に
お
け
る
在
外
代
二
部
の
見
解
は
同
一
線
上
で
捉
え

　
て
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
と
考
え
る
。

⑫
名
“
累
a
自
ω
魑
℃
。
㌶
ミ
≦
円
睾
。
一
g
鴇
旨
リ
ミ
8
言
（
毛
母
。
。
N
ρ
覇
p
お
①
刈
）
唖

　
ト
ニ
b
コ
紳

⑬
菊
巴
。
ぎ
〉
暮
。
瓢
。
α
q
諺
℃
ゴ
凶
p
。
。
ω
圃
．

⑭
　
⑳
三
四
五
（
八
月
三
〇
日
、
中
央
委
員
会
在
外
代
表
部
へ
）
。
　
こ
の
手
紙
は
フ

　
ィ
ソ
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
者
K
・
ヴ
ィ
ー
ク
に
よ
っ
て
仲
介
さ
れ
た
の
だ
が
、
レ

　
ー
ニ
ン
か
ら
彼
に
手
渡
さ
れ
た
の
は
九
月
七
日
だ
っ
た
。
　
炉
写
』
ゆ
甲
≡
｛
．
野
P

　
弓
Ω
⊃
曾
詔
0
2
∩
露
巻
9
霞
【
《
飴
』
く
噂
。
。
卜
。
P
ω
ω
O
…
閃
g
茸
巴
一
層
δ
ρ
　
こ
の
時
既
に
第
三

　
回
Z
会
議
は
始
ま
っ
て
い
た
。

ハ
、
七
月
事
件
と
在
外
代
表
部

　
七
月
事
件
に
よ
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
半
非
合
法
化
は
在
外
代
表
部
と
党
中
央
と
の
連
絡
を
と
だ
え
さ
せ
た
。
八
月
末
か
九
月
初
め
ま
で
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

則
的
な
連
絡
は
回
復
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
在
外
代
表
部
へ
の
党
中
央
の
相
当
な
財
政
援
助
も
不
可
能
に
な
っ
た
。
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
半
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

合
法
に
追
い
や
ら
れ
た
今
、
在
外
代
表
部
は
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
事
件
に
つ
い
て
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

掲
載
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
資
料
は
当
時
他
の
い
か
な
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
刊
行
物
に
も
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
七
月
事
件
の
端
緒
と
な
っ
た
一
六
〔
三
〕
日
夜
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
蜂
起
の
報
道
は
、
　
一
八
日
早
朝
に
ス
ト
ッ
ク
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ホ
ル
ム
へ
伝
わ
っ
た
。
在
外
代
表
部
と
当
地
に
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
コ
ロ
ン
タ
イ
は
直
ち
に
そ
の
対
策
を
協
議
し
た
（
コ
窟
ン
タ
イ
は
危
険
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

冒
し
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
二
〇
日
に
到
着
す
る
や
い
な
や
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
）
。
　
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
は
ニ
ニ
日
の
＝
号
か
ら
「
ペ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ロ
グ
ラ
ー
ド
の
出
来
事
」
の
報
道
を
開
始
し
、
毎
号
そ
れ
は
続
い
て
い
く
。
八
月
五
日
の
一
五
号
に
は
「
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
で
の
七
月
事
件
の

国
際
的
教
訓
」
を
掲
載
し
、
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
国
際
的
団
結
を
声
高
に
呼
び
か
け
、
ロ
シ
ア
革
命
へ
の
ロ
シ
ア
社
会
愛
国
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

裏
切
り
や
、
日
和
見
主
義
と
社
会
排
外
主
義
の
国
際
的
な
性
格
を
暴
露
し
た
。

　
七
月
事
件
は
ま
た
、
以
前
か
ら
く
す
ぶ
っ
て
い
た
ハ
ネ
ッ
キ
に
対
す
る
ド
イ
ツ
政
府
か
ら
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
へ
の
金
銭
援
助
の
仲
介
老
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
の
中
傷
を
表
面
化
さ
せ
た
。
在
外
代
表
部
は
そ
の
中
傷
へ
の
批
判
を
も
か
な
り
の
労
力
を
さ
い
て
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
け
れ
ど
、
こ
の
七
月
末
か
ら
九
月
の
第
三
回
Z
会
議
ま
で
の
肝
心
の
在
外
代
表
部
の
活
動
の
方
針
と
実
態
が
今
な
お
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ

わ
か
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
期
彼
ら
が
主
要
な
配
慮
を
独
自
の
「
革
命
的
社
会
民
主
主
義
老
」
会
議
で
は
な
く
、
第
三
回
Z
会
議
の
た
め
の

準
備
へ
と
向
け
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
　
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
は
九
月
最
初
の
二
週
間
だ
け
、
第
三
回
Z
会
議
へ
の
準
備
と
新
し
く
『
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ー
テ
』
を
刊
行
す
る
準
備
の
た
め
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
、
単
に
ニ
ュ
ー
ス
伝
達
だ
け
で
な
く
情
勢
分
析
と
革
命
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

理
論
的
考
察
を
兼
ね
た
新
た
な
機
関
紙
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
創
刊
号
の
巻
頭
論
文
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
」
で
自
ら

の
任
務
を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
こ
そ
、
な
ぜ
彼
ら
は
自
ら
召
集
し
た
会
議
の
完
遂
を
果
さ
な
く
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
私
の

推
察
の
一
論
拠
を
お
き
た
い
。

　
彼
ら
の
任
務
と
し
て
、
ま
ず
一
、
ロ
シ
ア
革
命
の
情
報
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
伝
達
、
二
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
同
志
と
の
間
の
橋
渡
し
役
を

務
め
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
在
外
代
表
部
創
設
当
初
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
次
が
重
要
な
の
だ
が
、
三
、
我

々
は
三
ケ
月
の
間
『
コ
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
を
刊
行
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
予
想
以
上
の
普
及
を
み
た
。
が
し
か
し
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る

わ
が
党
の
迫
害
や
反
革
命
勢
力
の
拾
頭
は
、
よ
り
深
い
内
容
を
も
つ
機
関
紙
の
発
行
を
も
っ
て
よ
り
広
汎
な
層
へ
訴
え
る
こ
と
を
不
可
避
的
に

し
て
い
る
、
と
。
こ
こ
に
発
刊
の
真
意
が
あ
る
。
そ
し
て
論
文
は
、
党
中
央
か
ら
遠
く
離
れ
し
か
も
連
絡
が
困
難
な
こ
と
か
ら
し
て
、
機
関
紙
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⑫

で
の
個
々
の
糊
断
に
つ
い
て
の
責
任
は
我
々
に
だ
け
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
、
と
の
言
明
で
終
わ
っ
て
い
る
。

　
七
月
事
件
が
も
た
ら
し
た
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
の
在
外
代
表
部
の
墨
書
は
敏
感
で
あ
っ
た
し
、
事
の
重
大
さ
へ
の
認
識
は
重
い
。
彼
ら
に

と
っ
て
ロ
シ
ア
革
命
の
防
禦
は
急
務
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
も
彼
ら
は
敢
え
て
こ
の
時
期
に
Z
と
の
葛
藤
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
「
革
命
的

社
会
民
主
主
義
者
」
会
議
召
集
に
踏
み
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
か
か
る
状
況
な
れ
ば
こ
そ
、
Z
の
利
用
価
値
が
改
め
て
彼
ら
に

強
く
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
或
い
は
、
前
々
節
で
み
て
き
た
よ
う
に
在
外
代
表
部
の
各
国
社
会
主
義
老
左
派
と
の
接
触

が
思
う
よ
う
に
進
展
し
な
い
と
の
当
事
者
自
身
に
よ
る
判
断
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
そ
こ
に
働
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
七
月
二
〇
日
声
明
の
結
び
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
こ
の
激
を
再
版
せ
よ
。
我
々
に
諸
君
の
我
々
の
ア
ピ
ー
ル
に
対
す
る
同
意
を
よ
こ
し
て
く
れ
」
だ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
声
明
は
ド

イ
ツ
左
派
を
は
じ
め
か
な
り
の
層
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
へ
の
左
派
の
反
応
が
、
つ
ま
り
そ
の
会

議
へ
の
派
遣
の
動
き
自
体
が
今
日
史
料
的
に
（
『
ア
ル
バ
イ
タ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
』
に
お
い
て
も
）
敵
い
出
さ
れ
な
い
。

　
こ
こ
で
、
レ
ー
ニ
ン
の
七
月
事
件
を
経
て
の
イ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
の
判
断
を
想
起
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
在
外
代
表
部
の
そ
れ
と

対
照
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
件
後
レ
ー
ニ
ン
は
左
派
会
議
の
即
時
召
集
を
増
々
声
高
に
主
張
し
て
い
っ
た
。
が
、
在
外
代
表
部
の
反
応
は

レ
ー
ニ
ン
の
そ
れ
と
逆
方
向
に
向
つ
た
。
そ
の
逆
方
向
へ
の
彼
ら
の
反
応
を
も
う
少
し
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
九
月
二
二
日
の
『
ボ
ー
テ
』
二
号
で
は
、
　
「
そ
の
〔
第
三
回
Z
〕
会
議
で
採
択
さ
れ
た
実
践
的
な
決
議
一
…
我
々
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
公
式

報
告
が
〔
工
s
K
か
ら
〕
出
る
前
に
報
告
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
が
一
は
、
我
々
に
そ
の
会
議
か
ら
、
こ
の
貧
困
証
明
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
る
こ
と
を
許
さ
な
く
し
た
」
と
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
続
く
十
月
一
三
日
号
で
も
、
Z
運
動
の
今
後
の
前
進
に
な
お
期
待
を
か
け
、
　
「
Z
左

派
は
、
　
〔
Z
〕
右
派
が
左
の
方
へ
歩
み
出
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
彼
ら
と
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
進
展
へ
の

楽
観
を
戒
め
て
い
る
が
。
そ
し
て
、
こ
の
既
に
十
月
半
ば
の
段
階
で
、
　
「
平
然
を
め
ざ
す
闘
争
の
本
分
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
本
分
に
Z
の

自
覚
的
分
子
が
一
番
よ
く
献
身
し
て
い
る
」
と
書
き
、
Z
諸
党
が
そ
の
Z
決
議
を
遂
行
す
る
か
ど
う
か
に
Z
の
運
命
は
か
か
っ
て
い
る
、
と
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

明
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
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コ
ロ
レ
フ
は
こ
れ
ら
二
論
文
に
、
在
外
代
表
部
が
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
の
平
和
宣
言
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
過
大
評
価
し
た
こ
と
の
論

拠
を
み
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
直
ち
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し
て
、
そ
の
宣
言
が
つ
い
に
十
月
革
命
前
に
公
表
さ
れ
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

つ
た
と
い
う
例
証
を
持
ち
出
す
。
が
、
ラ
デ
ク
ら
在
外
代
表
部
は
再
三
に
わ
た
っ
て
そ
の
宣
言
の
公
表
を
工
S
K
に
強
く
要
求
し
た
。
彼
ら
に

と
っ
て
ロ
シ
ア
情
勢
の
緊
迫
化
は
、
宣
言
中
の
国
際
的
な
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
実
現
を
急
が
せ
た
。
一
方
で
の
か
か
る
断
乎
た

る
要
求
、
他
方
で
の
上
述
の
I
S
K
に
よ
る
公
表
ま
で
待
つ
と
の
公
の
表
明
と
い
う
二
面
的
な
彼
ら
の
態
度
を
い
か
に
評
価
し
う
る
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
私
は
ラ
デ
ク
伝
の
著
者
ラ
ー
ナ
…
の
興
味
あ
る
見
解
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
ラ
ー
ナ
ー
は
、
な
ぜ
そ
の
宜
言
が
最
も
有
効
力
の
あ
る
は
ず
の
『
ボ
ー
テ
』
で
は
な
く
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
管
理
下
の
一
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

聞
に
十
月
革
命
前
夜
に
公
表
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
提
出
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
へ
の
彼
の
解
答
は
、
ラ
デ
ク
が
Z
へ
の
忠
誠
に
よ
る
拘
束

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

を
感
じ
た
か
ら
で
は
な
く
、
在
外
代
表
部
を
危
険
に
さ
ら
す
の
を
躊
躇
し
、
ま
た
そ
の
宣
言
を
早
計
に
、
或
い
は
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
機
関
紙

に
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
の
正
式
の
承
認
な
し
に
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
レ
ー
ニ
ン
と
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
躊
躇
し
た
か
ら
で

　
　
　
　
⑲

あ
る
と
し
た
。

　
こ
の
「
危
険
」
を
我
流
に
解
釈
す
る
と
、
全
Z
派
の
同
意
な
し
に
公
表
し
た
場
合
、
銃
後
の
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
と
い
う
事
が
事
だ
け
に
国
際

的
な
統
一
行
動
で
な
く
一
方
だ
け
が
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
危
険
性
を
I
S
K
ら
は
最
も
恐
れ
た
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
無
断
で
そ
れ
を
在
外
代
表
部
が
公
表
す
る
こ
と
は
危
険
窮
ま
り
な
い
暴
挙
に
な
り
か
ね
な
か
っ
た
。
上
述
の
『
ボ
ー
テ
』
論
文
を
素
直
に
と

れ
ば
、
Z
の
今
後
の
前
進
へ
の
期
待
か
ら
導
か
れ
る
Z
へ
の
「
忠
誠
」
に
よ
る
拘
束
も
そ
こ
に
働
い
た
か
も
し
れ
ぬ
。
が
こ
こ
で
強
調
し
た
い

の
は
、
彼
ら
に
よ
る
無
断
公
表
が
彼
ら
の
組
織
を
危
険
に
さ
ら
し
か
ね
ぬ
実
状
こ
そ
彼
ら
の
当
時
の
力
量
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
①
　
巳
コ
ε
8
岩
塁
噛
ω
弓
℃
鎚
刷
凄
一
δ
o
…
”
ω
q
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
o
コ
。
善
剛
一
、
這
α
．

　
②
⑱
三
四
三
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
凋
（
o
≧
o
零
慧
』
合
乙
。
。
唖
ご
量
ω
≡
【
…
”
b
。
謹
－
O
．

　
③
O
戸
紳
国
㊤
き
。
貫
．
．
○
山
δ
O
ω
H
o
ゴ
…
．
．
〔
ら
b
。
ご
嘲
℃
9
蓉
k
o
じ
。
三
三
ρ
　
　
⑥
…
二
号
（
七
月
二
四
日
）
、
＝
ユ
号
（
二
八
日
）
、
一
照
号
（
庸
＝
日
）
と
続
く
。

　
　
乏
ω
℃
o
旨
巳
㊦
巳
ρ
（
4
く
ρ
同
ω
N
ρ
ノ
く
餌
　
　
H
り
刈
O
）
噛
ド
伊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋭
図
。
冨
σ
。
お
”
．
、
望
①
。
誘
け
窪
び
。
『
。
冨
三
馨
一
ω
。
冨
＝
県
費
。
・
。
。
。
き
同
σ
q
舘
回
。
貯
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山
O
暮
ω
曾
8
ω
讐
8
ず
¢
　
U
一
〇
＝
労
蕊
。
。
♂
O
雲
鳥
O
塁
O
。
。
唱
O
嵩
α
O
壽
、
勺
タ
ξ
魯
、
．
．

　
β
昌
畠
山
曾
二
切
。
叶
。
鳥
屋
旨
。
。
ω
一
ω
Ω
げ
。
瓢
閃
①
＜
o
冒
離
。
昌
．
、
．
．
讐
口
N
O
弘
㊤
『
膳
噛
累
ρ
《
①
膳
ρ

⑦
ロ
ロ
8
0
曾
。
田
句
掴
①
曽
。
き
＝
o
。
目
ぴ
…
唱
δ
I
G
。
ド

⑧
七
月
一
二
日
に
最
初
の
批
判
声
明
が
書
か
れ
て
い
る
。
．
．
U
器
民
。
ヨ
覧
。
陣

　
σ
q
o
σ
q
o
昌
象
④
遷
霧
一
ω
o
げ
⑦
昌
黒
く
。
営
団
。
終
日
。
口
ω
o
N
凶
巴
自
。
ヨ
。
同
q
暮
①
口
、
”
陶
》
8
①
や

　
言
愚
。
犀
建
ぎ
累
ρ
ω
ド
幽
・
＜
旨
H
■
巳
一
8
b
⊃
Q
。
メ

⑨
　
十
月
革
命
二
周
年
を
記
念
し
た
論
文
で
ヴ
ォ
ロ
フ
ス
キ
ー
は
、
当
時
ス
ト
ッ
ク

　
ホ
ル
ム
が
果
し
た
国
際
政
治
舞
台
の
中
心
と
し
て
の
重
要
性
に
触
れ
る
が
、
今
は

　
語
る
場
所
で
は
な
い
と
し
て
つ
い
に
そ
れ
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
。
閃
畢
じ
d
o
苫
甲

　
o
閂
臼
鋳
9
自
ぴ
＝
嗣
剛
蕾
↓
①
蜜
雪
鑑
口
。
毒
言
。
窪
7
凶
図
｝
お
集
義
岬
三
二
遷
釜
　
（
ヨ
こ

　
巳
総
）
し
。
。
倉
9
　
そ
れ
ほ
ど
に
在
外
代
表
部
メ
ン
バ
ー
は
、
当
面
の
彼
ら
の
活
動

　
を
回
想
す
る
時
沈
黙
し
が
ち
だ
っ
た
。

⑩
切
8
。
2
0
。
・
ρ
暮
色
①
き
｝
δ
。
q
7
…
讐
潰
。

⑪
、
．
》
昌
a
。
ぎ
冨
ヨ
銭
。
至
剛
・
、
”
”
切
。
け
。
…
噛
属
。
」
．
録
固
×
．
一
り
§
ド

⑫
七
月
事
件
後
在
外
代
表
部
は
、
あ
る
レ
ー
ニ
ン
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
論
文
を
無
署

　
名
だ
っ
た
た
め
そ
の
著
者
を
知
ら
ぬ
ま
ま
転
載
し
、
そ
れ
を
レ
…
ニ
ン
の
他
の
論

　
文
と
分
離
さ
せ
て
後
者
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
【
ρ
丼
0
5
8
早

　
9
0
霧
℃
、
．
即
事
』
①
｝
肖
【
田
丸
ω
舘
℃
鎚
鵠
4
｝
δ
①
9
0
で
。
臼
（
℃
O
員
℃
翻
（
O
）
。
7
一
〇
一
圃

　
門
「
．
、
、
0
5
①
n
旨
＝
開
炉
①
≡
【
甲
弓
鷲
碧
【
3
8
k
＝
壽
9
Ω
闘
冨
雷
魑
一
㊤
漣
層
渚
。
¶
に
噛
α
S

⑬
響
貯
σ
塁
。
沖
U
δ
N
受
電
。
ヨ
p
置
Φ
門
…
曽
ω
。
。
c
。
．

⑭
、
．
U
δ
毎
。
。
ω
ぎ
冨
ω
。
N
芭
℃
暮
円
凶
g
8
琶
α
N
ぎ
邑
。
白
墨
α
．
、
「
b
d
o
庁
。
…
噛

　
属
。
●
b
。
’
b
。
b
。
・
H
×
．
H
㊤
嵩
、
巳
噂
引
用
中
の
「
実
践
的
な
決
議
」
と
は
「
ス
ト
ッ
ク

　
ホ
ル
ム
か
ら
の
平
和
宣
言
」
　
で
あ
り
、
　
そ
の
内
容
と
そ
れ
が
採
択
さ
れ
る
経
過

　
（
並
び
に
そ
れ
の
孕
む
問
題
点
）
に
つ
い
て
は
9
切
巴
p
9
昌
。
葺
∪
δ
§
ヨ
ー

　
ヨ
魯
三
巴
9
円
…
魑
き
b
。
1
①
…
切
満
団
げ
㊤
群
。
㌣
国
ユ
四
ご
5
昌
昌
α
q
象
…
胃
一
〇
。
。
あ
嚇
望
き
α
－

　
聖
。
畢
嶺
卜
。
ふ
竃
そ
の
宣
言
は
Z
会
議
と
し
て
は
初
め
て
「
社
会
憲
義
プ
ロ
レ
タ

　
リ
ア
ー
ト
に
よ
る
平
和
の
招
来
と
風
族
解
放
の
た
め
の
万
国
に
お
け
る
巨
大
な
共

　
同
闘
争
の
始
ま
り
」
と
し
て
「
共
同
の
国
際
的
大
衆
ス
ト
ラ
イ
キ
」
を
呼
び
か
け

　
た
も
の
の
、
危
険
性
を
孕
む
事
の
重
大
さ
の
故
に
会
議
に
出
席
し
え
な
か
っ
た
党

　
を
含
む
全
Z
諸
党
の
承
認
を
得
る
ま
で
、
そ
の
公
表
は
さ
し
ひ
か
え
ら
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
、
以
下
触
れ
る
そ
の
公
表
を
め
ぐ
る
Z
派
間
の
対
立
が
生
ず

　
る
。

⑮
．
．
望
①
今
§
。
N
ぎ
ヨ
霞
’
〈
ρ
幽
囚
8
｛
。
お
壽
．
．
噂
切
9
。
…
℃
累
ρ
伊
蜀
×
．

　
H
㊤
ド
8
◎
Q
…
り
．

⑯
｝
〈
8
0
謬
し
。
し
黛

⑰
切
巴
9
§
o
舞
図
ユ
営
。
2
ロ
σ
q
o
コ
…
層
ミ
サ
b
。
”
田
毒
9
｝
δ
切
ρ
δ
O
…
影
二
僧
冨

　
昌
。
陣
竃
《
い
竃
。
…
馬
δ
9
0
｛
．
切
p
一
ρ
げ
ρ
ロ
。
算
∪
一
〇
N
一
睡
き
⑦
『
毛
巴
島
霞
…
層
b
Q
G
。
b
o
I

　
Q
Q
9

⑱
　
切
巴
ρ
σ
き
。
簿
窓
曳
い
躍
Φ
…
、
一
下
ρ
　
こ
の
公
表
の
日
時
と
誌
名
は
未
だ
明
ら
か

　
で
な
い
。
そ
の
た
め
詳
細
は
省
く
が
、
そ
の
宣
言
（
中
、
最
重
要
性
を
も
つ
大
衆

　
ス
ト
ラ
イ
キ
の
ア
ピ
ー
ル
の
項
が
削
ら
れ
ず
に
あ
る
）
全
文
が
最
初
に
い
つ
ど
の

　
誌
に
誰
の
手
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
か
と
い
う
確
定
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
今

　
は
、
そ
の
宣
言
が
在
外
代
表
部
の
機
関
紙
に
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
口
実
に

　
だ
け
着
目
し
て
お
き
た
い
。

⑲
≦
．
い
①
彗
g
囚
9
遠
図
琶
簿
■
8
冨
い
霧
げ
H
馨
・
霞
p
鉱
。
奉
罵
ω
げ
（
ω
＄
艮
。
巳
り

　
↑
の
日
O
）
魑
①
鼻
巳
傍
答
酬
引
用
出
禰
。

二
、
在
外
代
表
部
の
活
動
の
意
義

　
こ
れ
ま
で
在
外
代
表
部
の
特
に
二
つ
の
方
面
で
の
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

そ
れ
に
関
す
る
限
り
で
の
在
外
代
表
部
へ
の
評
価
を
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下
し
て
み
た
い
。

　
在
外
代
表
部
は
当
時
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
殆
ど
唯
一
の
ヨ
ー
ρ
ッ
パ
へ
の
窓
口
で
あ
っ
た
。
在
外
代
表
部
の
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
ロ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

革
命
の
情
報
は
各
国
社
会
主
義
老
に
限
ら
ず
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
新
聞
に
も
広
く
転
載
さ
れ
た
。
し
か
も
、
ロ
シ
ア
革
命
に
つ
い
て
の
歪
曲
さ
れ
た
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

道
が
西
欧
に
蔓
延
し
た
当
時
の
状
況
を
考
え
る
と
、
在
外
代
表
部
の
果
し
た
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
単
な
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
が
彼
ら
の
任
務
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
自
ら
の
刊
行
物
を
通
じ
て
い
か
に
革
命
的
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
を
糾
合
す
る
か
が
彼
ら
の
使
命
だ
っ
た
。
彼
ら
の
刊
行
物
の
普
及
こ
そ
そ
の
た
め
の
前
提
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
転
載
と
い
う
形
で
の
普

及
度
は
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼
女
は
、
在
外
代
表
部
か
ら
の
情
報
は
「
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
外
国
の
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
」
と
の
ハ
ネ
ツ
キ
の
後
年
の
因
明
を
完
全
に
確
証
さ
れ
る
と
し
て
引
用
す
る
。
更
に
、
彼
女
は
各
国
各
層
の
新
聞
に
広
く
転
載
さ
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
う
そ
の
事
実
か
ら
無
謀
介
に
在
外
代
表
部
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
み
よ
う
と
す
る
。
ま
た
彼
女
に
よ
る
と
、
転
載
し
た
新
聞
が
左
派
の
で
あ

れ
ば
即
、
両
脚
の
間
に
密
接
な
「
関
係
」
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
と
影
響
力
と
い
う
問
題
に
な
る
と
、
そ
の
接
触
の
実
質
的
内
容

が
問
わ
れ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
こ
そ
私
が
検
討
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
影
響
力
の
実
証
は
困
難
を
極
め
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
前
提
と
な
る
在
外
代
表
部
の
刊
行
物
の
普
及
に
つ
い
て
否
定
的
評
価
に
傾
く
傍

証
を
二
二
二
挙
げ
る
に
止
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ま
ず
、
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
に
は
何
ら
の
言
及
も
な
い
が
、
在
外
代
表
部
の
両
機
関
紙
の
発
行
部
数
が
不
明
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
『
コ
レ

ス
ポ
ン
デ
ン
ツ
』
の
方
は
謄
写
版
印
刷
だ
っ
た
た
め
当
然
な
が
ら
発
行
部
数
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
誌
の
仏
語
版
が
ス
イ
ス
の
ギ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ボ
ー
の
も
と
で
出
さ
れ
た
と
い
う
が
、
未
だ
に
そ
の
発
見
の
知
ら
せ
を
聞
か
ぬ
。
次
に
、
在
外
代
表
部
の
印
刷
物
で
ド
イ
ツ
政
府
、
軍
当
局
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・

押
収
し
た
四
点
だ
け
が
東
独
の
代
表
的
史
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
も
十
月
革
命
直
後
に
出
さ
れ
た
橡
で
、
革
命

前
の
も
の
の
押
収
が
見
い
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
ド
イ
ツ
当
局
に
よ
る
押
収
は
一
七
年
一
二
月
半
ば
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

時
既
に
在
外
代
表
部
の
活
動
は
実
質
上
終
わ
っ
て
い
た
。
　
（
十
月
革
命
が
報
ぜ
ら
れ
る
や
党
指
令
を
ま
た
ず
に
ハ
ネ
ツ
キ
が
、
そ
し
て
後
を
追
っ
て
ラ
デ
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ボリシェヴィキとツィンメルヴァルト運動（山内）

　
　
　
　
　
　
　
⑦

ク
が
ロ
シ
ア
へ
発
っ
た
。
在
外
代
表
部
の
両
機
関
紙
の
終
刊
号
は
、
『
コ
レ
ス
ポ
ソ
デ
ソ
ツ
』
が
一
一
月
三
〇
日
の
ゴ
…
三
号
、
　
『
ボ
ー
テ
』
が
聞
月
二
八
臼
の
一

一
号
。
）

　
続
い
て
、
在
外
代
表
部
の
も
う
一
つ
の
活
動
、
　
「
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
」
会
議
召
集
に
つ
い
て
。
そ
の
会
議
が
実
現
せ
ず
、
ま
た
Z
か

ら
の
離
脱
も
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
ソ
連
、
東
独
史
家
が
挙
げ
る
も
の
は
一
致
し
て
い
る
。
即
ち
、
中
央
委
員
会
の
若
干
の
メ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

1
（
ジ
ノ
ヴ
ィ
ェ
フ
、
ヵ
ー
メ
ネ
フ
）
と
在
外
代
表
部
の
メ
ン
バ
ー
（
ラ
デ
ク
）
の
一
貫
性
の
な
い
日
和
見
主
義
的
な
態
度
で
あ
る
。
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

オ
ヴ
ァ
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
帝
国
主
義
政
府
に
よ
る
左
派
派
遣
へ
の
妨
害
を
加
え
て
い
る
。

　
ま
ず
後
者
の
検
討
か
ら
始
め
る
と
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
既
述
し
た
よ
う
に
問
題
は
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
会
議
へ
の
派
遣

の
動
き
自
体
が
見
い
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
第
三
回
Z
会
議
に
ス
パ
ル
タ
ク
ス
か
ら
唯
一
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
ケ

ー
テ
・
ド
ゥ
ン
カ
…
で
す
ら
六
月
末
の
段
階
で
既
に
渡
航
許
可
を
得
て
い
た
。
　
（
け
れ
ど
彼
女
は
、
既
に
オ
ラ
ソ
ダ
ー
ス
カ
ソ
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

や
I
S
K
と
会
談
す
べ
く
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
へ
赴
い
て
い
た
U
S
P
D
代
表
の
動
き
に
対
し
て
自
ら
の
出
発
、
の
緊
急
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
）

　
前
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
彼
ら
史
家
が
指
弾
し
て
い
る
の
が
上
記
の
三
人
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
し
た
い
。
既
に
検
討
し
て
き
た
よ
う

に
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
見
解
は
中
央
委
員
会
が
十
月
革
命
ま
で
採
り
続
け
た
も
の
で
も
あ
っ
た
し
、
在
外
代
表
部
に
つ
い
て
も
う
デ
ク
だ
け
が

異
な
る
見
解
を
と
っ
た
と
い
う
形
跡
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
左
派
の
中
で
大
戦
中
最
も
レ
ー
ニ
ン
と
の
協
力
関
係
が
ス
ム
ー
ズ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
っ
た
ハ
ネ
ッ
キ
で
す
ら
、
彼
の
レ
…
ニ
ン
支
持
は
一
義
的
に
は
組
織
政
策
上
の
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
ヴ
ォ
ロ
プ
ツ
ォ
ヴ
ァ
は
そ
の
会
議
失
敗
の
原
因
と
し
て
ラ
デ
ク
ら
の
態
度
を
挙
げ
た
す
ぐ
後
に
続
け
て
、
し
か
し
在
外
代
表
部
が
Z
の
諸
会

議
で
諸
対
立
を
糊
塗
す
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し
た
革
命
的
見
地
を
述
べ
、
Z
諸
党
を
こ
の
見
地
へ
引
き
入
れ
よ
う
と
試
み
た
こ
と
は
強
調
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
記
す
。
　
そ
し
て
そ
の
例
証
と
し
て
、
当
時
Z
の
諸
会
議
に
同
席
し
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
主
義
者
Y
・
シ
ロ
ラ
の
回
想
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
彼
ら
に
だ
け
明
確
な
方
針
と
強
力
な
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
だ
っ
た
」
を
挙
げ
て
い
る
。
シ
ロ
ラ
は
そ
れ
以
上
の
言
及
を
し
て
い
な
い

が
、
彼
の
印
象
は
確
か
に
事
実
に
沿
う
も
の
だ
と
私
は
考
え
る
。
論
証
は
次
稿
に
譲
る
が
、
Z
の
諸
会
議
で
の
頑
固
な
ま
で
の
彼
ら
の
主
張
、
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曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
り
わ
け
第
三
回
Z
会
議
で
の
う
デ
ク
の
Z
運
動
全
体
に
か
か
わ
る
根
本
的
な
問
題
提
起
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
深
い
。

　
決
定
的
な
問
題
は
在
外
代
表
部
メ
ン
バ
ー
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
在
外
代
表
部
の
、
更
に
は
そ
れ
を
窓
口
と
し
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

キ
の
当
時
の
力
量
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
問
題
だ
っ
た
。

①
　
そ
れ
ら
の
新
聞
を
記
す
と
、
掲
載
圓
数
で
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
回
と
二
〇
圓
を
越
え

　
る
》
吾
。
淳
。
弓
。
簾
鱒
と
て
鉄
。
↓
塁
毒
。
巽
乙
5
①
三
田
剛
ス
の
他
に
〉
同
げ
。
＃
0
7

　
N
㊦
詳
§
σ
q
（
填
社
会
民
主
党
中
央
機
関
紙
）
い
。
一
智
一
σ
q
賃
く
。
涛
。
。
N
o
一
銭
口
σ
q
（
U
S

　
P
D
）
＜
o
ヌ
く
似
冨
P
〈
o
貯
器
官
ヨ
ヨ
¢
讐
り
①
ヨ
p
貯
始
勺
9
一
試
犀
o
P
↓
び
⑦
ぎ
8
7

　
旨
P
口
O
ロ
巴
（
米
社
会
主
義
労
働
党
）
ω
0
9
巴
－
U
⑦
ヨ
O
ξ
暮
ω
昌
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
右

　
派
）
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
新
聞
で
は
℃
o
切
富
ワ
い
δ
望
α
（
ブ
タ
ペ
ス
ト
）
切
⑦
島
ロ
霞
日
甲

　
α
q
≦
P
o
び
實
気
o
N
ロ
山
①
∬
け
ω
O
げ
。
》
＝
σ
q
o
田
鼠
湿
o
N
①
津
g
ロ
σ
Q
■
し
口
O
℃
O
α
月
O
切
麟
魑
如
①
識
↓
O
』
ぞ

　
エ
o
o
亭
…
璽
一
8
1
①
噸
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
閑
p
ヨ
覧
も
）

②
　
O
h
登
コ
詣
鉛
冒
Φ
芦
、
、
し
σ
o
ω
切
唱
帥
員
ゆ
鵠
＝
①
』
①
箋
【
鵠
薗
、
．
b
O
』
①
田
塗
ρ
ド
①
b
o
．

⑧
ご
巨
。
腹
黒
0
9
噸
h
o
輪
窪
窪
。
∩
↓
『
…
”
H
g
I
り
■

④
　
し
口
。
謡
田
讐
日
b
二
刈
．

⑤
Ω
」
〈
ぞ
≧
田
型
ω
。
。
野
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て
は
第
｝
回
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を
前
に
し
て
の
、
新
イ
ン
タ
ー
創
設
の
要
求
を
原

　
則
と
し
て
保
持
す
る
が
そ
れ
を
会
議
に
最
後
通
牒
と
し
て
提
示
す
べ
ぎ
で
は
な
い

　
と
の
見
解
と
、
そ
の
Z
会
議
で
採
択
さ
れ
た
決
議
へ
の
会
議
後
の
全
幅
の
支
持
褒
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↓
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．
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。

⑫
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五
　
結

び

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
各
国
社
会
主
義
者
と
の
接
触
工
作
を
殆
ど
一
手
に
担
っ
て
い
た
在
外
代
表
部
は
、
積
極
的
に
そ
の
接
触
を
試
み
て
い
っ

た
の
で
あ
り
、
ま
た
革
命
的
社
会
民
主
主
義
者
の
糾
合
を
計
る
た
め
の
会
議
を
召
集
も
し
た
。
が
、
そ
の
接
触
の
実
質
的
内
容
に
つ
い
て
は
、

限
ら
れ
た
史
料
か
ら
の
論
証
だ
が
積
極
的
評
価
を
下
し
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
そ
の
会
議
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ニ
ン
の
火
の
よ
う
な
催
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

を
し
て
も
在
外
代
表
部
が
当
時
そ
れ
を
召
集
す
る
土
壌
も
力
量
も
な
か
っ
た
。

　
土
壌
と
い
う
は
、
Z
左
派
間
の
Z
観
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
左
派
に
は
レ
ー
ニ
ン
的
な
新
イ
ン
タ
ー
像
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
う

そ
し
て
彼
ら
は
Z
以
外
の
会
議
を
め
ざ
し
は
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
力
量
と
は
、
ま
ず
そ
の
弼
集
ア
ピ
ー
ル
へ
の
各
国
左
派
の
反
応
が
見

い
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
窺
わ
れ
る
。
が
そ
れ
以
上
に
、
七
月
事
件
後
の
情
勢
の
圏
難
化
が
在
外
代
表
部
を
改
め
て
Z
に
か
か
わ
ら
せ
て
い

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
彼
ら
自
身
に
よ
る
自
ら
の
力
量
へ
の
判
断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
私
は
解
釈
し
た
。

　
こ
こ
で
、
Z
左
派
の
新
イ
ン
タ
ー
像
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
実
は
、
Z
運
動
は
そ
の
出
発
当
初
か
ら
イ
ン
タ
ー
運
動
に
お
け
る
自
ら
の
運

動
の
位
置
付
け
を
規
定
し
え
ず
に
き
た
。
こ
の
運
動
は
あ
く
ま
で
目
下
正
常
な
機
能
を
果
し
え
ず
に
い
る
第
ニ
イ
ン
タ
ー
の
補
助
で
あ
り
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

S
K
は
そ
の
臨
時
機
関
で
あ
る
と
み
な
す
グ
リ
ム
的
な
右
派
も
い
た
。
が
Z
左
派
は
、
と
い
う
と
、
彼
ら
は
Z
を
介
し
て
の
第
三
イ
ン
タ
ー
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

設
を
め
ざ
し
た
。
彼
ら
は
（
レ
ー
ニ
ン
の
い
う
「
第
三
イ
ン
タ
ー
」
が
現
実
化
し
て
い
な
い
状
況
で
）
ま
さ
に
I
S
K
を
当
時
唯
一
の
現
実
的
可
能
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

を
も
っ
た
「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
中
心
し
（
コ
ロ
ン
タ
イ
の
用
語
）
と
み
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
彼
ら
は
第
ご
イ
ン
タ
ー
の
事
実
上
の
瓦
解
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

う
共
通
認
識
か
ら
出
発
し
た
。
私
は
本
稿
で
、
テ
ス
ニ
ャ
ー
キ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
社
会
民
主
党
の
B
S
工
脱
退
一
I
S
K
加
盟
の
決
議
を
記
し

て
き
た
が
、
彼
ら
の
そ
の
態
度
表
明
の
中
に
当
時
に
お
け
る
一
つ
の
積
極
的
な
意
義
を
み
る
。
一
七
年
置
そ
し
て
一
八
年
と
、
I
S
K
機
関
紙

は
自
ら
の
組
織
へ
の
畠
諸
党
の
加
嬰
間
断
な
く
報
じ
て
い
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
周
知
の
よ
う
に
、
　
一
九
年
以
降
国
際
社
会
主
義
運
動
は
レ
…
ニ
ン
的
第
三
イ
ン
タ
ー
と
復
興
さ
れ
た
第
ニ
イ
ン
タ
ー
を
両
軸
と
し
て
展
開
さ
　
獅



れ
て
い
く
が
、
こ
こ
で
ご
嫁
し
て
お
け
ば
、
（
大
局
的
に
は
、
十
月
箪
外
注
ロ
シ
ァ
ー
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
は
い
つ
、
い
か
に
し
て
実
質
的
な
影
響
力
を
ヨ

…
ロ
ッ
パ
社
会
主
義
運
動
に
及
ぼ
す
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
間
題
に
そ
れ
は
か
か
わ
る
と
思
う
の
だ
が
）
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
ー
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
に
よ
る
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

イ
ン
タ
ー
創
設
の
動
き
の
最
初
の
実
質
的
成
果
は
一
八
年
末
ま
で
な
か
っ
た
。
こ
の
「
空
白
」
の
期
間
こ
そ
I
S
K
を
中
心
と
し
た
Z
運
動
の

存
在
理
由
が
あ
っ
た
、
と
私
は
み
て
い
る
。

　
最
後
に
レ
ー
ニ
ン
の
即
時
離
脱
論
に
つ
い
て
私
な
り
の
総
括
を
し
た
い
。
彼
の
論
は
、
最
初
に
記
し
た
よ
う
に
グ
リ
ム
ら
と
の
決
定
的
な
対

立
に
端
を
発
し
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
ば
か
り
か
Z
右
派
（
Z
の
枠
を
は
ず
せ
ぼ
中
央
派
）
全
体
が
「
思
想
的
に
Z
を
葬
り
去
」
つ
た
と
レ
ー
ニ
ン
は

　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・

捉
え
た
。
彼
の
Z
破
産
宣
告
が
思
想
的
に
ま
ず
措
定
さ
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
国
際
社
会
主
義
陣
営
の
諸
潮
流
の
区

分
を
重
視
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
社
会
排
外
主
義
者
、
中
央
派
そ
し
て
国
際
主
義
老
と
い
う
区
分
に
な
る
。
そ
し
て
、
レ
ー
ニ
ン
に
と
っ
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

の
論
は
直
ち
に
次
の
論
、
即
ち
新
イ
ン
タ
ー
即
時
創
設
論
へ
と
こ
れ
ま
た
思
想
的
に
連
結
さ
れ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
彼
に
と
っ
て
は
、
新
し

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
へ
　
　
た
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

い
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
な
イ
ン
タ
ー
は
「
国
際
主
義
者
た
ち
」
に
よ
っ
て
「
す
で
に
創
立
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
、
Z
即
時
離
脱
か
ら
新
イ
ン
タ
ー
創
設
へ
の
移
行
は
左
派
会
議
が
開
か
・
れ
る
や
直
ち
に
実
現
し
う
る
も
の
と
の
楽
観
が
あ
っ
た
。
新
イ
ン
タ

ー
創
設
の
可
能
性
へ
の
過
大
な
楽
観
を
背
景
と
し
た
レ
ー
ニ
ン
の
極
め
て
厳
し
い
Z
か
ら
の
即
時
離
脱
論
こ
そ
、
現
実
の
国
際
社
会
主
義
左
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

運
動
の
プ
揖
セ
ス
に
離
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
レ
ー
ニ
ン
は
中
央
派
、
と
り
わ
け
カ
ウ
ツ
キ
ー
主
義
老
と
の
思
想
的
決
裂
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
左
派
と
の
理
論
的
交
渉

（
特
に
新
イ
ン
タ
ー
問
題
に
つ
い
て
）
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
決
し
て
と
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
在
外
代
表
部
に

委
せ
ら
れ
た
。
こ
の
左
派
問
の
理
論
的
交
渉
と
い
う
取
り
残
さ
れ
た
問
題
こ
そ
、
一
九
年
の
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
時
に
、
一
七
年
時
と
全
く
異

な
る
背
景
の
下
に
初
め
て
実
質
的
に
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る
第
三
イ
ン
タ
ー
創
設
運
動
が
現
実
に
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
す
る
Z
か
ら
の
離
脱
を
踏
み
台
と
し
て
大
き
く
飛
躍
し
た

の
な
ら
、
彼
の
論
へ
の
評
価
は
全
く
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
が
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
よ
る
そ
の
実
際
の
創
設
は
そ
の
コ
ー
ス
を
た
ど
ら
な
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か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ

　
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
に
と
っ
て
、
Z
は
利
用
価
値
こ
そ
あ
れ
決
し
て
栓
楷
と
な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
四
月
協
議
会
で
レ
ー
ニ
ン
が
、

我
々
は
情
報
目
的
だ
け
の
た
め
に
Z
に
と
ど
ま
る
べ
き
だ
と
述
べ
た
時
、
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
、
も
し
Z
が
「
役
に
立
た
ぬ
と
こ
ろ
」
な
ら
ば
何

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

故
に
情
報
目
的
で
と
ど
ま
る
の
か
と
の
反
論
が
あ
る
が
、
こ
の
レ
ー
ニ
ン
の
主
張
に
は
Z
の
利
用
価
値
が
意
識
さ
れ
て
い
た
が
た
め
の
配
慮
が

読
み
と
れ
る
。
更
に
六
月
一
〇
日
に
、
彼
は
「
た
だ
情
報
を
得
る
目
的
で
の
み
Z
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
第
三
イ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ナ
シ
駅
ナ
ル
を
創
立
す
る
た
め
の
行
動
の
自
由
を
一
挙
に
獲
得
す
る
わ
け
で
あ
る
（
し
か
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
z
の
利
用
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

情
が
生
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
）
」
と
ま
で
書
い
て
い
る
。

　
四
月
協
議
会
で
の
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
の
、
　
「
Z
－
ブ
ロ
ッ
ク
の
性
格
か
ら
Z
が
我
々
を
自
由
に
活
動
さ
せ
、
そ
し
て
我
々
が
自
ら
の
イ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

再
興
の
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
既
述
の
発
言
が
あ
る
が
、
確
か
に
こ
れ
は
Z
運
動
の
基
本
的
な
性
格
を
言
い
当
て
て
い
る
。
そ
れ

故
に
こ
そ
、
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
十
月
革
命
後
も
Z
を
清
算
す
る
必
要
性
を
緊
急
に
感
じ
は
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

①
バ
ラ
バ
ノ
ブ
は
、
「
イ
ン
タ
ー
は
何
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
」
、
即
ち
策
ニ
イ
ン

　
タ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
批
判
的
契
機
か
ら
Z
は
出
発
し
た
、
と

　
後
に
圓
想
し
て
い
る
。
b
ご
巴
騨
び
昌
。
舞
団
ユ
壽
Φ
差
旨
σ
q
Φ
口
…
・
画
餅

②
目
噸
ω
．
姻
．
属
ρ
o
茸
ざ
馨
①
昌
象
8
算
層
翼
ρ
Q
。
「
一
酌
く
H
H
Φ
H
N
ω
1
α
（
テ
ス
ニ
ャ

　
ー
キ
）
　
翼
。
●
ド
ρ
b
⊃
b
。
噂
く
持
H
弓
丈
H
　
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
こ
れ
で
Z
へ
の
正
式

　
加
盟
は
二
五
と
記
さ
れ
て
い
る
。
）
署
9
目
P
豪
く
H
戸
　
露
N
⑦
（
隅
上
）

　
ズ
ρ
ω
㊤
”
ド
H
＜
－
＜
隔
戸
鎗
o
Q
塾
目
b
σ
（
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ヴ
ィ
ナ
社
会
畏
主
党

　
の
加
盟
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
加
盟
の
動
き
に
つ
い
て
の
報
道
も
）
　
属
。
・
躊
り
一
伊

　
く
H
●
一
挙
。
。
、
＄
為
（
デ
ン
マ
ー
ク
の
創
設
さ
れ
た
二
つ
の
新
党
両
方
と
も
加
盟
決

　
議
を
し
た
問
題
に
つ
い
て
）
　
舞
　
U
自
愛
嘗
も
h
g
Q
Q
o
N
剛
ρ
一
遍
。
資
2
q
ρ
銘
・
・
。
ぎ

　
銀
9
嬉
酔
給
歪
面
h
♂
客
ρ
メ
く
回
同
■
お
一
〇
。
〔
≦
す
ノ
一
㊤
謹
〕
”
ヨ
ト
。
る
。

③
⑳
三
〇
四
（
二
月
一
七
臼
、
コ
ロ
ン
タ
イ
へ
）
。

④
　
⑳
七
照
i
五
（
六
月
　
○
日
、
『
わ
が
圏
の
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

　
ト
の
任
務
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党
の
政
綱
篁
・
案
）
』
あ
と
が
き
）
、
⑬
八
＝
二
（
六
月

　
一
一
臓
、
ラ
デ
ク
へ
）
ム
夢
照
。

⑥
　
こ
こ
で
レ
ー
ニ
ン
の
論
調
の
変
化
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
十
月
革
命
前
夜
に
執

　
筆
さ
れ
た
『
党
綱
領
の
改
正
に
よ
せ
て
』
の
中
に
そ
の
変
化
は
読
み
と
れ
る
。
即

　
ち
、
「
も
ち
ろ
ん
第
三
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
創
立
と
い
う
こ
と
を
形
式
的
に
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
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む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
一
岡
だ
け
で
も
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
勝
利
を
お
さ
め
る

　
加
、
あ
る
い
は
戦
争
が
お
わ
る
か
す
る
ま
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
革
命
的
－
国

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
際
主
義
的
諸
党
の
大
き
な
会
議
を
召
集
す
る
仕
購
を
急
速
に
成
功
裏
に
前
進
さ
せ

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
新
し
い
綱
領
を
正
式
に
確
認

　
す
る
仕
事
で
そ
れ
ら
の
致
党
の
嗣
意
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
。

　
（
⑳
一
七
一
。
た
だ
し
訳
文
は
変
え
た
。
　
護
9
剛
F
O
O
O
℃
・
∩
皇
こ
×
×
×
圏
く
・
ω
圃
メ

ユ17 （777）



傍
丸
引
用
者
。
）
　
こ
こ
に
は
、
こ
の
後
に
続
く
文
章
か
ら
み
て
も
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ

　
キ
の
権
力
掌
握
を
目
前
に
し
て
の
レ
i

⑥
∩
g
望
§
（
ぎ
℃
。
き
Ω
（
麟
頴
）
…
層
b
。
G
。
ω
・

⑦
⑳
七
五
。

ニ
ン
の
「
自
修
」
が
窺
え
る
。

⑧
こ
の
性
格
の
中
に
Z
運
動
の
プ
ラ
ス
ー
マ
イ
ナ
ス
が
あ
っ
た
、
と
私
は
み
る
。

　
こ
の
点
と
少
し
前
に
記
し
た
「
空
白
」
期
に
お
け
る
Z
運
動
の
存
在
理
由
を
含
め

　
て
、
こ
の
運
動
の
総
話
は
次
稿
「
ロ
シ
ア
二
月
革
命
勃
発
後
の
ツ
ィ
ン
メ
ル
ヴ
ァ

　
ル
ト
運
動
、
　
一
九
一
七
－
一
八
年
」
で
試
み
た
い
。
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　　This　article　aims，　by　examining　the　newspapers，　magazines，　political

pamphlets，　biographies　as　well　as　the　．unknown　sources，　to　investigate

the　circumstance＄　under　which　the　political　power　of　the　arizny　grew

strong　while　that　of　the　political　party　became　weak，　and　the　move－

ments　of　the　royal　court　in・　those　days．

The　Bolsheviks　and　the　Zimmerwald　Movement　：

　　　　　　　　　　　　March－November　1917

　　　　　　　by

Al〈ito　Yamanouchi

　　The　Zimmerwald　movement，　which　had　started　as　the　international

anti－war　socialist　movement　in　September　1915，　newly　developed　with

the　sudden　change　of　international　situation　after　the　Russian　11Vlarch

Revolution．　ln　order　to　study　comprehensively　the　movement　after

1917，　it　is　important　to　investigate　Lenin’s　argument　that　Bolshevil〈s

should　secede　from　the　Zimmerwald　movement　i’mmediately．　．He

thought　that　Zimmerwald　had　become　bankrupt　and　that　in　his　idea　the

Third　lnternational　had　been　founded　by　the　real　internationalists．

But　in　those　days　none　of　Bolsheviks　supported　Lenin’s　argument，　Be－

sides　the　foreign　represeRtative　of　Bolsheviks　in　Stockholm，　who　was

undertaking　alone　the　duties　of　contacts　with　the　internationalists　and

whose　activities　held　the　key　to　the　concentration　of　left－socialists　and

the　foundation　of　the　Third　lnternational，　also　did　not　support　Lenin’s．

Then　the　foreigii　representative　regarded　the　Zimmerwald　movement

as　the　only　possibility　for　the　foundation　of　a　new　lnternational．　lt

implied　the　significance　of　the　movement　in　the　international　1eft－

soclalist　movement　and　the　weak　effect　of　the　foreign　representative，

further，　of　Bolsheviks　on　the　left－socialist　camp．

Note　pour　etudier　les　grattoirs　dans　les　industries

　　　　　　　　　　　　　　du　Sendoki　（Japon）

　　　　　　par

Ichiro　Yamanaka

1’ous　sommes　en　train　d’etablir　1a　typologie　（techno－morphologique）

（831）




